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(57)【要約】
　（ａ）少なくとも１つのアルキルエーテル硫酸塩、（ｂ）少なくとも１つの、式（１）
（Ｈ－Ａ）ｎ－Ｚ－［Ａ－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ］ｍ〔式中、Ｚは、少な
くとも３個の炭素原子を有する（ｍ＋ｎ）－価の基であり、Ａは２価のポリオキシアルキ
レン基であり、Ｚに結合するｍ＋ｎポリオキシアルキレン基は互いに異なっていてよく、
１つのＡ基はＺに属する酸素原子を介してＺと結合し、かつ、Ａに属する１つの酸素原子
はＢまたは水素と結合し、Ｂは化学結合または１～５０個の炭素原子を有する２価の有機
残基であり、ＯＲ１は加水分解性基であり、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、１～６
個の炭素原子を有する直鎖または分枝状のアルキル基を表し、ｒは１～３の整数を表し、
ｍは１以上（＞１）の整数であり、ｎは０または１以上（＞１）の整数であり、ｍ＋ｎは
３～１００の値を有する。〕のマルチアームシリルポリアルコキシレート、（ｃ）０～５
０％の少なくとも１つのアルキル－および／またはアリールスルホン酸塩、（ｄ）０～１
５％の少なくとも１つのアルキル硫酸塩、および／または（ｅ）０～２０％の少なくとも
１つの両性界面活性剤を含んでなる水性液状剤は、硬表面、特に食器の洗浄において乾燥
および水はけ挙動の向上を生じる。
【選択図】なし



(2) JP 2010-511762 A 2010.4.15

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのアルキルエーテル硫酸塩
（ｂ）少なくとも１つの、式（I）
（Ｈ-Ａ）ｎ－Ｚ－[Ａ－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ]ｍ　　　（I）
［式中、
Ｚは、少なくとも３個の炭素原子を有する（ｍ＋ｎ）－価の基を表し、
Ａは２価のポリオキシアルキレン基を表し、Ｚに結合するｍ＋ｎポリオキシアルキレン基
は、互いに異なっていてよく、１つのＡ基は、Ｚに属する酸素原子を介してＺと結合し、
かつ、Ａに属する１つの酸素原子はＢまたは水素と結合し、
Ｂは、化学結合または１～５０個の炭素原子を有する２価の有機残基を表し、
ＯＲ１は、加水分解性基を意味し、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、１～６個の炭素
原子を有する直鎖または分枝状のアルキル基を表し、ｒは１～３の整数を表し、
ｍは１以上（＞１）の整数であり、ｎは０または１以上（＞１）の整数であり、ｍ＋ｎは
３～１００の値を有する。］
のマルチアームシリルポリアルコキシレート、
（ｃ）０～５０％の少なくとも１つのアルキル－および／またはアリールスルホン酸塩
（ｄ）０～１５％の少なくとも１つのアルキル硫酸塩、および／または、
（ｅ）０～２０％の少なくとも１つの両性界面活性剤
を含んでなる水性液状剤。
【請求項２】
　式（I）のシリルポリアルコキシレートの質量平均（分子量の重量平均）が５００～５
００００のである、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
　式（I）において、Ｚが少なくとも３価、特に３価～８価の、３～１２個の炭素原子を
有する非環状または環状炭化水素基を表す、請求項１または２に記載の薬剤。
【請求項４】
　式（I）において、ｎが０、１または２を表し、かつｍが３～８の数を意味する、請求
項１～３のいずれかに記載の薬剤。
【請求項５】
　式（I）において、Ａが－（ＣＨＲ３－ＣＨＲ４－Ｏ）ｐ－を表し、Ｒ３およびＲ４が
、互いに独立して、水素、メチルまたはエチルを意味し、ｐが２～１００００の整数を意
味する、請求項１～４のいずれかに記載の薬剤。
【請求項６】
　式（I）において、Ｂが結合または残基－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－を表す、請
求項１～５のいずれかに記載の薬剤。
【請求項７】
　式（I）において、Ｒ１およびＲ２が、互いに独立して、メチルまたはエチルを表す、
請求項１～６のいずれかに記載の薬剤。
【請求項８】
　式（I）において、ｒが３である、請求項１～７のいずれかに記載の薬剤。
【請求項９】
　少なくとも２つの異なる式（I）のマルチアームシリルポリアルコキシレートの混合物
を含有する、請求項１～８のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１０】
　少なくとも２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートがアームの数で異な
る、請求項９に記載の薬剤。
【請求項１１】
　混合物が、ｍ＝３、ｍ＝６およびｍ＝８である式（I）のマルチアームシリルポリアル
コキシレートの群から選択され、ｎ＝０である、少なくとも２つの異なる式（I）のマル
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チアームシリルポリアルコキシレートを含んでなる、請求項９または１０に記載の薬剤。
【請求項１２】
　２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートが、９９：１～１：９９、好ま
しくは４９：１～１：４９、特に９：１～１：９の比率で存在する、請求項９～１１のい
ずれかに記載の薬剤。
【請求項１３】
　少なくとも１つの加水分解性ケイ酸誘導体、好ましくは少なくとも１つのオルトケイ酸
のエステル、特に少なくとも１つのテトラアルコキシシラン、特に好ましくはテトラエト
キシシランを含んでなる、請求項１～１２のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１４】
　シリルポリアルコキシレートとケイ酸誘導体の量比が、９０：１０～１０：９０、好ま
しくは５０：５０～１０：９０、特に４０：６０～２０：８０になる、請求項１３に記載
の薬剤。
【請求項１５】
　少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコキシレートを、薬剤の総重量に基づいて
０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５～５重量％、特に好ましくは０．１～２．５
重量％の量で含んでなる、請求項１～１４のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１６】
　少なくとも１つまたはそれ以上の水溶性有機溶剤、１つまたはそれ以上の添加剤、１つ
またはそれ以上の増粘剤、１つまたはそれ以上のジカルボン酸塩および／または１つまた
はそれ以上の助剤およびアジュバントを含んでなる、請求項１～１５のいずれかに記載の
薬剤。
【請求項１７】
　前記薬剤の粘度が、１０～５０００ｍＰａｓ、好ましくは５０～２０００ｍＰａｓ、特
に１００～１０００ｍＰａｓ、特に好ましくは１５０～７００ｍＰａｓ、最も好ましくは
２００～５００ｍＰａｓである、請求項１～１６のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１８】
　前記薬剤のｐＨが４～９、好ましくは５～８、特に６～７である、請求項１～１７のい
ずれかに記載の薬剤。
【請求項１９】
　１つまたはそれ以上の緩衝物質、好ましくは錯形成またはキレート緩衝物質、特にクエ
ン酸および／またはクエン酸塩を含んでなる、請求項１～１８のいずれかに記載の薬剤。
【請求項２０】
　硬表面、特に食卓用食器類を洗浄するための、請求項１～１９のいずれかに記載の薬剤
の使用。
【請求項２１】
　乾燥および／または水はけ挙動の改善のための、請求項１～１９のいずれかに記載の薬
剤の使用。
【請求項２２】
　個々の構成成分を一緒に混合する、請求項１～１９のいずれかに記載の薬剤の製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬表面、特に食器洗浄のための洗浄剤の分野にある。
【背景技術】
【０００２】
　家庭や産業において、水ベースの界面活性剤含有溶液を用いた硬表面の手動による水洗
い後、湿ったまたは濡れた硬表面は、乾くまで単に放置されるか、または通常、吸水力の
ある布を用いて、さらなる段階で乾かされる。放置して乾燥させることは手間がかからな
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いが、長時間かかり、例えばガラス、陶器、セラミック、プラスチックまたは金属のよう
な光沢（鏡面仕上げ、反射を伴う）硬表面の場合には、通常、染み（水垢）または筋のよ
うな望ましくない目に見える残留物の形成を引き起こし、光沢の喪失またはさえない外観
の原因となる。これは、まず食器が洗浄水（通常高温、例えば約４５℃の界面活性剤含有
薬剤の水溶性溶液）で洗浄され、その後空気中で放置して乾燥させる（即ち、吸水力のあ
る布で拭き取らない）、特に食器、さらに特にグラスや他のガラス食器の手動洗浄に当て
はまる。洗浄したグラスや皿が洗浄水から取り出される時、まず洗浄水が流し出されまた
は水切りされ、グラスや皿は乾くまで放置される。グラスや皿の表面に残っている洗浄水
の層は、最終的に水はけせず（自己の）乾燥により消えるほど薄くなるまで、ゆっくりと
水はけする。乾燥は、水はけ（排水）の間も行われる。
【０００３】
　国際特許出願ＷＯ９６／１８７１７Ａ１（Ｃｏｌｇａｔｅ－Ｐａｌｍｏｌｉｖｅ社）は
、脂肪および浴槽の汚れを効果的に除去し、未濯ぎの表面に輝く外観を残す、硬表面のた
めの透明マイクロエマルション形態の肌にやさしい液状水ベース洗浄剤であって、１４～
２４重量％のＣ１２～１８パラフィンスルホン酸塩のアルカリ金属塩、２～６重量％のエ
トキシ化Ｃ１２～１８アルキルエーテル硫酸塩のアルカリ金属塩および２～８重量％のベ
タイン界面活性剤および非イオン性界面活性剤、少なくとも１つの可溶化剤、共界面活性
剤および不溶性炭化水素、香料または精油を含有する洗浄剤を開示する。このような薬剤
の不利な点は、好ましくない乾燥挙動である。
【０００４】
　従って、改善された乾燥および輝き特性を示す、硬表面のための速乾性、界面活性剤含
有洗浄剤を提供する必要がある。
【０００５】
　ＵＳ６４２３６６１Ｂ１は、イソシアナトシランを８個までのアームを有し得るポリエ
ーテルポリオールのＯＨ基と反応させることにより生成するシリル末端プレポリマーを記
載する。上記化合物の得られるプレポリマーは、粘着剤に用いられている。洗浄剤におけ
る該プレポリマーの使用は開示されていない。
【０００６】
　末端アルコキシシラン基およびヒドロキシル基を有するポリウレタンプレポリマーが、
ＵＳ２００３／０１５３７１２Ａ１から既知である。これらの生成のために、初めにポリ
エーテルジオールを化学量論的に不足のジイソシアネートと反応させ、その後さらに、得
られたイソシアネート－ヒドロキシ化合物をアミノシランにより処理することにより、シ
リル基を導入する。この開示されたプレポリマー形態の２アームのポリアルコキシレート
は、シーリング剤および粘着剤を製造するために使用される。
【０００７】
　ＵＳ２００４／００９６５０７Ａ１は、６アームのポリエチレングリコール誘導体に関
連し、また、主要な中心部分としてソルビトールから製造され得る完全にシリル末端化さ
れた誘導体を開示する。該文献に開示されるポリエチレングリコール誘導体は、生分解性
の高分子ヒドロゲルの製造および、移植のための医学的／製薬学的分野における使用に適
当であることを示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第９６／１８７１７号パンフレット
【特許文献２】米国特許第６４２３６６１号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００３／０１５３７１２号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００４／００９６５０７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　本発明の目的は、硬表面の洗浄のための、水性界面活性剤含有溶液の乾燥または水はけ
挙動を改善すること、特に乾燥または水はけを促進することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本目的は、下記成分を含んでなる本発明の水性液状物質により達成される：
（ａ）少なくとも１つのアルキルエーテル硫酸塩
（ｂ）少なくとも１つの、式（１）
（Ｈ-Ａ）ｎ－Ｚ－[Ａ－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ]ｍ　　　（I）
［式中、
Ｚは、少なくとも３個の炭素原子を有する（ｍ＋ｎ）－価の基を表し、
Ａは２価のポリオキシアルキレン基を表し、Ｚに結合するｍ＋ｎポリオキシアルキレン基
は互いに異なっていてよく、１つのＡ基はＺに属する酸素原子を介してＺと結合し、かつ
、Ａに属する１つの酸素原子はＢまたは水素と結合し、
Ｂは、化学結合または１～５０個の炭素原子を有する２価の有機残基を表し、
ＯＲ１は加水分解性基を意味し、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、１～６個の炭素原
子を有する直鎖または分枝状のアルキル基を表し、ｒは１～３の整数を表し、
ｍは１以上（＞１）の整数であり、ｎは０または１以上（＞１）の整数であり、ｍ＋ｎは
３～１００の値を有する。］
のマルチアームシリルポリアルコキシレート、
（ｃ）０～５０％の少なくとも１つのアルキル－および／またはアリールスルホン酸塩；
（ｄ）０～１５％の少なくとも１つのアルキル硫酸塩、および／または、
（ｅ）０～２０％の少なくとも１つの両性界面活性剤。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　驚くべきことに、従来の洗浄剤処方への、式（I）のシリルポリアルコキシレートの添
加が、一定の洗浄力に対する乾燥および水はけ特性のかなりの改善に貢献することがわか
った。
【００１２】
　本発明の薬剤は、硬表面のための洗浄剤（洗浄剤と略す）、特に手動による食器洗浄剤
（食器洗浄剤と略す）として好適である。少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコ
キシレートは、乾燥および水はけ特性を改善する。即ち、特に乾燥速度が速くなり、残留
物の形成が減少する。
【００１３】
　さらに、本発明は、硬表面、特に食器洗浄のための本発明の薬剤の使用に関する。本発
明の薬剤は、好ましくは、硬表面の手動洗浄、特に食器の手動洗浄のために使用される。
食卓食器に加えて、硬表面とは、家庭および産業における全ての通常の硬表面、特にガラ
ス、セラミック、プラスチックまたは金属も示す。本発明の薬剤および本発明の使用の主
な優位点は、少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコキシレートにより付与される
、かなり改善した乾燥および水はけ特性であり、特に、速い乾燥速度および短い乾燥時間
、速い水はけ速度および短い水はけ時間ならびに残留物の低形成および輝きの保持である
。本発明における乾燥は、特に表面上に視覚的にも触覚的にも水分が感じられなくなるま
での全体的な乾燥、ならびに特に水はけに続く乾燥のいずれをも意味すると理解される。
従って、本発明の他の主題は、乾燥および／または水はけ特性を改善するための本発明の
薬剤の使用である。
【００１４】
　本発明の薬剤または本発明の使用のさらなる優位点は、特に脂肪含有の染みにおける、
高い洗浄性能（同義語：洗浄力または洗浄能力または濯ぎ性能、濯ぎ力または濯ぎ能力）
である。
【００１５】
　さらに、本発明の薬剤の優位点は、高い貯蔵安定性である。
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【００１６】
　本発明において、ポリマーアームを含んでなるマルチアームシリルポリアルコキシレー
トは、原則的に、中心部分に星形または放射状に結合している。
【００１７】
　本発明の好ましい実施態様において、式（I）のシリルポリアルコキシレートあるいは
複数個のこれらの化合物の混合物が用いられており、その質量平均（分子量の重量平均）
は、５００～５００００、好ましくは１０００～２００００、特に好ましくは２０００～
１００００である。この場合、該シリルポリアルコキシレートは、シリルポリアルコキシ
レートの総重量に基づいて、好ましくは０．３～１０重量％、特に好ましくは０．５～５
重量％のケイ素を含有する。
【００１８】
　Ｚは、好ましくは少なくとも３価の、特に３価～８価の非環状または環状の、３～１２
個の炭素原子を有する炭化水素基を表す。該基は飽和または不飽和の残基であることがで
き、特に芳香族である。特に好ましくは、Ｚがグリセロールの３価残基または糖の３価～
８価の残基、例えばソルビトールの６価残基またはスクロースの８価残基を表す。前記ポ
リオールの１つのｘ価残基は、ｘアルコール性またはフェノール性ヒドロキシル基から水
素原子を除去した後に残る分子断片を意味すると理解される。原則として、Ｚは星型（プ
レ）ポリマーの製造のための文献から既知である任意の中心部分であることができる。
【００１９】
　さらに、式（I）において、ｎは０、１または２を表し、ｍは３～８の数を意味するこ
とが特に好ましい。
【００２０】
　Ａは、好ましくは、ポリＣ２～Ｃ４アルキレンオキシド、特に好ましくはエチレンオキ
シドおよび／またはプロピレンオキシドの（共）重合体、特に６０重量％までの、好まし
くは３０重量％までの、特に好ましくは２０重量％までのプロピレンオキシド含量を有す
る共重合体から選択される基を表し、該共重合はランダムおよび／またはブロックの共重
合体であり得る。従って、本発明のさらに好ましい実施態様において、式（I）中のＡは
、－（ＣＨＲ３－ＣＨＲ４－Ｏ）ｐ－を表し、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素、
メチルまたはエチルを表し、ｐは２～１００００の整数を表す。
【００２１】
　Ｂは、特に化学結合または、好ましくは１～５０個の、特に２～２０個の炭素原子を有
する２価の低分子量有機残基を表す。例えば２価の低分子量有機残基は、短鎖脂肪族基お
よびヘテロ脂肪族基、例えば－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－
（ＣＨ２）３－および－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－Ｘ－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－で
あり、Ｘは２価の芳香族基、例えばフェニレン基またはアルキリデン基を表す。Ｂは、特
に好ましくは単結合または基－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－を表す。
【００２２】
　Ｒ１およびＲ２は、好ましくは、互いに独立してメチルまたはエチルを表し、ｒは２ま
たは３を表す。－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒの例は、ジメチルエトキシシリル基、
ジメチルメトキシシリル基、ジイソプロピルエトキシシリル基、メチルジメトキシシリル
基、メチルジエトキシシリル基、トリメトキシシリル基、トリエトキシシリル基またはト
リ－ｔ－ブトキシシリル基であり、特に好ましくはトリメトキシシリル基、トリエトキシ
シリル基である。
【００２３】
　特に好ましくは、Ｒ１およびＲ２は同一で、かつメチルまたはエチルを表す。
【００２４】
　さらに、ｒが３であることが特に好ましい。
【００２５】
　ｍ＋ｎの合計は、好ましくは３～５０、特に３～１０、特に好ましくは３～８であり、
化合物（I）中の中心部分Ｚへ結合するアームの数に一致する。従って、中心部分は、好
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ましくは３～５０個の、特に３～１０個の、特に好ましくは３～８個の、アームに対する
接続点である酸素原子を有する。
【００２６】
　１つの特定の実施態様において、ｎは０である。ｎが０より大きい（ｎ＞０）場合には
、比ｎ／ｍは９９／１～１／９９、好ましくは４９／１～１／４９、特に９／１～１／９
の間である。
【００２７】
　本発明の他の好ましい実施態様において、少なくとも２つの混合物、特に２～４つの異
なる式（I）のマルチアームシリルポリアルコキシレートが用いられる。
【００２８】
　この場合、少なくとも２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートは、それ
らのアームの数で異なることが、特に好ましい。ここで、３～６個のアームを有する１つ
目のシリルポリアルコキシレートは、６～１０個のアームを有する２つ目のシリルポリア
ルコキシレートと有利に結合する。
【００２９】
　特に好ましい混合物は、少なくとも２つの、ｎ＝０である式（I）の異なるシリルポリ
アルコキシレートを含んでなり、それらはｍ＝３、ｍ＝６およびｍ＝８である式（I）の
マルチアームシリルポリアルコキシレートの群から選択される。
【００３０】
　２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートが用いられた場合、一般的に、
それらは９９：１～１：９９、好ましくは４９：１～１：４９、特に好ましくは９：１～
１：９の比で存在する。
【００３１】
さらに、本発明の他の特に好ましい実施態様において、本発明の薬剤は、加水分解性ケイ
酸誘導体を含有する。
【００３２】
　加水分解性ケイ酸誘導体は、特に、オルトケイ酸のエステル、特にテトラアルコキシシ
ラン、特に好ましくはテトラエトキシシランを意味すると理解される。
【００３３】
　この実施態様において、シリルポリアルコキシレートまたはシリルポリアルコキシレー
ト混合物と少なくとも１つの加水分解性ケイ酸誘導体の量比が、９０：１０～１０：９０
、好ましくは５０：５０～１０：９０、特に４０：６０～２０：８０である場合が、特に
有利である。
【００３４】
　少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコキシレートは、通常、薬剤の総重量に基
づいて、０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５～５重量％、特に好ましくは０．１
～２．５重量％の量で添加される。
【００３５】
　本発明で使用される式（I）のマルチアームシリルポリアルコキシレートが、文献から
は既知でない場合、それらは先行技術から既知の官能化法に類推して、好適なマルチアー
ムポリアルコキシレート中間体を官能化することによって製造され得る。
【００３６】
　ＵＳ２００３／０１５３７１２Ａ１に記載された末端アルコキシシランおよびヒドロキ
シル基を有する２アームのポリウレタンプレポリマーは、初めにポリエーテルジオールを
化学量論的に不足のジイソシアネートにより処理し、その後さらに得られたイソシアネー
ト／ヒドロキシ化合物を、アミノシランにより処理することでシリル基が導入されること
により製造される。この米国の文献において利用される合成原理は、基本的に、本発明の
教示によるマルチアームのポリアルコキシレートの製造に転換し得る。
【００３７】
　ＵＳ６４２３６６１Ｂ１は、イソシアナトシランと、８個までのアームを含有し得るポ
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リエーテルポリオールのＯＨ基を反応させて製造する、シリル末端プレポリマーを記載す
る。この文献の教示は、本発明の一般式（I）に含まれるプレポリマーを含んでなる。
【００３８】
　ＵＳ２００４／００９６５０７Ａ１は、６アームのポリエチレングリコール誘導体に関
連し、本発明の一般式（I）に含まれる、中心部分としてソルビトールから製造し得る完
全にシリル末端化された誘導体を開示する。
【００３９】
　本発明に使用されるシリルポリアルコキシレートを製造するための好適なポリアルコキ
シレート中間体は、それ自身も、上述したマルチアーム構造をすでに含有し、各ポリマー
アームの末端にヒドロキシル基（一部または全てを、－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３

－ｒ基に変換されてもよい）を含有するマルチアームポリアルコキシレートである。シリ
ルポリアルコキシレートを加えた本発明のポリアルコキシレート前駆体は、一般式（II）
によって示すことができる。
Ｚ－（Ａ－ＯＨ）ｍ＋ｎ　　　（II）
　式中、Ｚ、Ａ、ｍおよびｎは、式（I）の化合物に対して前述したものと同様の意味を
有する。
【００４０】
　例えば、適当なポリアルコキシレート前駆体は、星形またはマルチアームのポリエーテ
ルポリマーの称号により、文献から既知である。これらのポリアルコキシレート前駆体は
、適当なモノマー、特にエチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドを、例えば
グリセリンまたはソルビトールのような多官能性小分子を開始剤として使用して重合する
ことにより製造される。マルチアームポリエーテルポリオールの例としては、米国特許第
６４２３６６１に記載されたような、グリセリン、スクロースおよびソルビトールのエト
キシレートまたはプロポキシレートを挙げ得る。重合化反応の統計的性質のために、本発
明に使用されるシリルポリアルコキシレートのポリマーアーム、特にアームの長さおよび
アームの数（ｍ＋ｎ）に関する上記意味は、いずれも統計的平均である。
【００４１】
　いくつかの適当なポリアルコキシレート前駆体は市販品を入手することもできる。この
一例は、ＤＯＷ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからのＶｏｒａｎｏｌ４０５３（ポリエーテルポリ
オール〔ポリ（エチレンオキシドコ－プロピレンオキシド）〕）である。これは、２つの
異なるポリエーテルポリオールの混合物であり、中心部分としてグリセリンを有する３ア
ームのポリエーテルポリオール、および中心部分として甘蔗糖を有する８アームのポリエ
ーテルポリオールからなる。該アームは、約７５％ＥＯおよび約２５％ＰＯの、約１２０
００の質量平均（分子量の重量平均）に対するＯＨ官能基（ヒドロキシル末端基）の平均
数が６．９である共重合体によって表される。この結果、約７８％の８アームポリエーテ
ルポリオールおよび約２２％の３アームポリエーテルポリオールの比となる。他の例は、
ＷＡＮＨＵＡ社（中国）からのＷａｎｏｌ Ｒ４２０である。これは、直鎖のポリ（プロ
ピレン／エチレン）ジエチレングリコールおよび８アームポリエーテルポリオール〔ポリ
（プロピレンオキシ／エチレンオキシ）スクロース〕の、約１５～２５：８５～７５の比
率での混合物である。同様に、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのポリエーテルポリオー
ルＶｏｒａｎｏｌ　ＣＰ　１４２１が入手可能である。これは、約７５／２５のＥＯ／Ｐ
Ｏ比および約５０００の質量平均（分子量の重量平均）を有する３アームの統計的ポリ（
エチレンオキシドコ－プロピレンオキシド）である。
【００４２】
　マルチアームポリアルコキシレート中間体のヒドロキシル末端基を－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１

）ｒ（Ｒ２）３－ｒ基に転化するための出発物質としては、原則として、ポリアルコキシ
レート中間体のヒドロキシル末端基に対して反応する官能基を含有する、全ての機能性シ
ランが考えられる。例えばテトラメチルケイ酸塩およびテトラエチルケイ酸塩のようなテ
トラアルコキシシラン、例えば（３－メタクリルオキシプロピル）トリメトキシシラン、
（メタクリルオキシメチル）トリエトキシシラン、（メタクリルオキシメチル）メチルジ
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メトキシシランおよび（３－アクリルオキシプロピル）トリメトキシシランのような（メ
タ）アクリレートシラン、（３－イソシアナトプロピル）トリメトキシシラン、（３－イ
ソシアナトプロピル）トリエトキシシラン、（イソシアナトメチル）メチルジメトキシシ
ランおよび（イソシアナトメチル）トリメトキシシランのようなイソシアナトシラン、ト
リエトキシシリルウンデカナールおよびトリエトキシシリルブチルアルデヒドのようなア
ルデヒドシラン、（３－グリシドオキシプロピル）トリメトキシシランのようなエポキシ
シラン、３－（トリエトキシシリル）プロピルコハク酸無水物のようなシラン無水物、ク
ロロメチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメトキシシランのようなハ
ロゲンシラン、ヒドロキシメチルトリエトキシシランのようなヒドロキシシラン、ならび
にテトラエチルシリケート（ＴＥＯＳ）であり、それらは例えば、Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅ
ｍｉｅ　ＧｍｂＨ（Ｂｕｒｇｈａｕｓｅｎ）、Ｇｅｌｅｓｔ，Ｉｎｃ．（Ｍｏｒｒｉｓｖ
ｉｌｌｅ、米国）、またはＡＢＣＲ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．ＫＧ（Ｋａｒｌｓｒｕｈｅ）
から市販されており、または既知の方法を用いて製造され得る。テトラアルコキシシラン
、イソシアナトシランまたはシラン無水物、特にテトラアルコキシシランを、一般式（II
）のマルチアームのポリアルコキシレート中間体により処理することが、特に好ましい。
官能性シランによるヒドロキシル末端基の完全な転化は、もっぱらアームの末端に－Ｂ－
Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ基を有する、即ち、ｎ＝０である、本発明に使用される
マルチアームシリルポリアルコキシレートを生じる。そのような場合、Ｂ基はもっぱら結
合からなるか、または、イソシアナトシランが官能性シランとして用いられる場合には、
Ａ基の末端酸素原子とともに、例えばウレタン基を、出発イソシアナトシランにおいてイ
ソシアナト基とシリル基との間に位置する原子基とともに含む。全てのヒドロキシル末端
のシラン無水物、例えば３－（トリエトキシシリル）プロピルコハク酸無水物による完全
な転化は、もっぱら－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ基を有する、マルチアームシ
リルポリアルコキシレートを生じる。そのような場合、Ｂ基は、Ａ基の末端酸素原子とと
もにエステル基を、出発シラン無水物において無水物基とシリル基との間に位置する原子
の基を含有する。
【００４３】
　本発明に使用される場合、アームの末端にヒドロキシ基ならびに－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）

ｒ（Ｒ２）３－ｒ基の両方を有する一般式（I）のマルチアームのシリルポリアルコキシ
レートは、好ましくは以下のような手順で製造される：一般式（II）のポリアルコキシレ
ート中間体を半化学量論的な量（ヒドロキシル基末端の総数に基づいて）の官能性シラン
と反応させる。即ち、前記－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ基を初めに導入するこ
とにより、マルチアームのポリアルコキシレート中間体中の全ての末端ヒドロキシル基が
反応するわけではない。この方法において、ヒドロキシル基および－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（
Ｒ２）３－ｒ基の両方の基を有するマルチアームのポリアルコキシレートが得られる。例
えば、マルチアームのポリエーテルポリオールのヒドロキシル末端とイソシアナトシラン
の部分的な転化において、末端シリル基およびＯＨ基を有する、マルチアームのポリアル
コキシレートが得られる。さらなる段階において、残りのまたは一部の残りのヒドロキシ
ル基は、上述したように、得られた－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ基に修飾され
得る。
【００４４】
　少なくとも１つのシリルポリアルコキシレートに加えて、本発明の水性薬剤に含まれる
添加剤成分は、種類および使用量に関して、シリルポリアルコキシレートと望まれない相
互作用を生じないように選択される。
【００４５】
　本発明において、脂肪酸または脂肪アルコールあるいはそれらの誘導体は、特に規定が
ない限り、好ましくは、５～２６個の炭素原子を有する分枝状または非分枝状のカルボン
酸またはアルコールあるいはその誘導体を表す。本発明の教示が制限されるものではない
が、それが植物由来であるために、ならびに再生可能な原料に基づいているために、環境
上の立場から特に好ましい。特に、例えばローレンオキソ合成から得られるオキソアルコ
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ールやその誘導体も、好適に用いることができる。適当なアルコールは、Ｌｉａｌ（登録
商標）タイプならびに低分枝Ｎｅｏｄｏｌ（登録商標）タイプ（Ｓｈｅｌｌ社）である。
脂肪酸基や獣脂基のアルキルエステルが言及される場合、それらはそれぞれ水素化された
酸に由来するアルキル基を意味すると理解される。
【００４６】
　以下において、アルカリ土類金属が一価の陰イオンに対する対イオンとして命名される
場合はいつでも、当然に、アルカリ土類金属が陰イオンの半分の量、即ち、電化を等しく
するのに十分な量だけ存在することを意味する。
【００４７】
　以下で使用される化粧品の成分として用いられる物質は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ（ＩＮＣＩ）に
従って命名されている。英語のＩＮＣＩ名を有する化学化合物、植物成分は、もっぱらラ
テン語のＬｉｎｎｅに従って記載される。「水」、「蜂蜜」または「海塩」のような慣用
名も、ラテン語で付与される。ＩＮＣＩ名は、Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＣＴＦＡ：米国、２００３６、ワ
シントンＤＣ、スイート３００、ＮＷストリート１７番１１０１）により出版されている
、９０００以上のＩＮＣＩ名ならびに３７０００以上の商品名および３１カ国以上の販売
業者を含む専門的名称からなる、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎ
ｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ Ｈａｎｄｂｏｏｋ第７版（１９９７
年）により探し出せる。Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄ
ｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋは、成分を、１つまたはそ
れ以上の化学的分類（例えば「ポリマーエーテル」）に分類し、また１つまたはそれ以上
の機能的分類（例えば「界面活性剤－洗浄剤」）に分類し、さらに詳細に記載する。これ
らの参考書籍は、必要に応じて、以下でも使用される。
【００４８】
　ＣＡＳ表示は、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅによる名称に
関連する一連の番号を意味する。
【００４９】
　特に他に記載がない限り、量の記載は、全薬剤の重量％をいう。
【００５０】
　界面活性剤
　本発明の薬剤は、通常０．５～６０重量％、有利には１～５５重量％、特に５～５０重
量％、特に好ましくは１０～４５重量％、最も好ましくは１５～４０重量％の量の界面活
性剤を含んでなる。例えば１８、２５、３２および／または３６重量％の割合が特に好ま
しい。
【００５１】
　アルキルエーテル硫酸塩および必要に応じてアルキルおよび／またはアリールスルホン
酸塩、アルキル硫酸塩および／または両性界面活性剤に加えて、本発明の薬剤は、特に洗
浄力、乾燥性および／または水はけ性を改良するための、１つまたはそれ以上のさらなる
陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤および／または陽イオン性界面活性剤を含
有し得る。
【００５２】
　アルキルエーテル硫酸塩、アルキルおよび／またはアリールスルホン酸塩および／また
はアルキル硫酸塩および他の陰イオン界面活性剤は、通常、アルカリ金属塩、アルカリ土
類金属塩および／またはモノ－、ジ－またはトリアルカノールアンモニウム塩の形態で、
および／または、対応するアルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物および／ま
たはモノ－、ジ－またはトリアルカノールアミンによりインサイチュで中和された対応す
る塩の形態で使用される。好ましいアルカリ金属はカリウムおよび特にナトリウムであり
、好ましいアルカリ土類金属はカルシウムおよび特にマグネシウムであり、好ましいアル
カノールアミンはモノ－、ジ－またはトリアルカノールアミンである。ナトリウム塩が特
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に好ましい。
【００５３】
　アルキルエーテル硫酸塩（脂肪アルコールエーテル硫酸塩、ＩＮＣＩ名：アルキルエー
テル硫酸塩）は、アルコキシル化されたアルコールの硫酸化反応の生成物である。アルコ
キシル化されたアルコールは、一般的に、アルキレンオキシド、好ましくはエチレンオキ
シドとアルコール（本発明では、好ましくは比較的長鎖のアルコール、即ち、脂肪族直鎖
または単分枝または複数分枝の、非環状または環状、飽和あるいはモノ－またはポリ不飽
和の、好ましくは６～２２個、好ましくは８～１８個、より好ましくは１０～１６個最も
好ましくは１２～１４個の炭素原子を有する直鎖非環状飽和アルコール）の反応性生物で
あると、当業者に理解される。反応条件によって、一般的に、ｎモルのエチレンオキシド
および１モルのアルコール（ｎ＝１～３０、好ましくは０．３～２０、より好ましくは０
．３～１０、最も好ましくは０．３～５）から、エトキシル化度の異なる付加生成物の複
合混合物が形成される。アルコキシル化の他の実施態様は、アルキレンオキシドの混合物
、好ましくはエチレンオキシドとプロピレンオキシドの混合物を使用する。本発明におい
て、０．３～４のエチレンオキシド単位（ＥＯ）、より好ましくは０．３～２０ＥＯ、例
えば０．５ＥＯ、１．０ＥＯ、１．３ＥＯおよび／または２．０ＥＯ、例えばＮａＣ１２

～１４脂肪アルコール＋０．５ＥＯ硫酸塩、ＮａＣ１２～１４脂肪アルコール＋１．３Ｅ
Ｏ硫酸塩、ＮａＣ１２～１４脂肪アルコール＋２．０ＥＯ硫酸塩および／またはＭｇＣ１

１～１４脂肪アルコール＋１．０ＥＯ硫酸塩のような低エトキシル化度の脂肪アルコール
が、最も好ましい。
【００５４】
　本発明の薬剤は、通常、１～５０重量％、好ましくは３～４０重量％、特に６以上～３
０重量％、特に好ましくは８～２０重量％、とりわけ１０～１６重量％の量で、１つまた
はそれ以上のアルキルエーテル硫酸塩を含んでなる。
【００５５】
　アルキルおよび／またはアリールスルホン酸塩
　アルキルスルホン酸塩（ＩＮＣＩ名：スルホン酸）は、通常、脂肪族、直鎖または単分
枝または複数分枝の、非環状または環状、飽和あるいはモノ－またはポリ不飽和の、６～
２２個、好ましくは９～２０個、より好ましくは１１～１８個、最も好ましくは１３～１
７個の炭素原子を有する分枝非環状飽和アルキル基を含有する。
【００５６】
　従って、適当なアルキルスルホン酸塩は、飽和アルカンスルホン酸塩、不飽和オレフィ
ンスルホン酸塩およびエーテルスルホン酸塩（アルキルエーテルスルホン酸塩にも基づく
アルコキシル化されたアルコールに由来する）であり、それらは、ポリエーテル鎖に結合
するスルホン酸塩機能を有する末端エステルスルホン酸塩（ｎ－エーテルスルホン酸塩）
と、アルキル基に結合するスルホン酸塩機能を有する内部エステルスルホン酸塩（ｉ－エ
ステルスルホン酸塩）に分けられる。
【００５７】
　本発明によれば、アルカンスルホン酸塩、より特に分枝状のアルカンスルホン酸塩、好
ましくは２級アルキル基、例えば２級アルカンスルホン酸塩、ｓｅｃ．Ｃ１３～１７アル
カンスルホン酸Ｎａ（ＩＮＣＩ名：Ｃ１４～１７アルキルＳｅｃ．スルホン酸ナトリウム
）が好ましい。
【００５８】
好ましいアリールスルホン酸塩はアルキルベンゼンスルホン酸塩であり、アルキル基は１
～２０個、好ましくは２～１８個、より好ましくは６～１６個、最も好ましくは８～１２
個の炭素原子を有する分枝鎖または非分枝鎖である。特に好ましくは、直鎖アルキルベン
ゼンスルホン酸塩（ＬＡＳ）および／またはクメンスルホン酸塩である。
【００５９】
　好ましい実施態様において、本発明の薬剤は、通常、０．１～５０重量％以下、好まし
くは０．１～３０重量％以下、より好ましくは１～１４重量％以下、最も好ましくは２～
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１０重量％、特に最も好ましくは４～８重量％の量で１つまたはそれ以上のアルキルおよ
び／またはアリールスルホン酸塩を含んでなる。
【００６０】
　アルキル硫酸塩
　例えば脂肪アルコール硫酸塩のようなアルキル硫酸塩も、本発明に使用し得る。適当な
アルキル硫酸塩は、飽和または不飽和Ｃ６～２２、好ましくはＣ１０～１６、より好まし
くはＣ１１～１６脂肪アルコールである。特に好ましいアルキル硫酸塩は、天然Ｃ１２～
１４～１６Ｃカットおよび／または石油化学性のＣ１２～１３、Ｃ１４～１５Ｃカットの
アルキル硫酸塩で、本発明の薬剤に有利には０～１５％、好ましくは０～１０％および最
も好ましくは０～８％の量を含有し得る。
【００６１】
　両性界面活性剤
　本発明に使用し得る両性界面活性剤（双性イオン性界面活性剤）は、ベタイン、アルキ
ルアミドアルキルアミン、アルキル置換アミノ酸、アシル化アミノ酸および生物界面活性
剤であり、本発明の教示においてはベタインが好ましい。
【００６２】
　好ましい実施態様において、本発明の薬剤は、通常０．１～２０重量％、好ましくは１
～１５重量％、より好ましくは２～１２重量％、最も好ましくは３～１０重量％、特に最
も好ましくは４～８重量％の量で１つまたはそれ以上の両性界面活性剤を含んでなる。
【００６３】
　ベタイン
　適当なベタインは、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン、イミダゾリウムベタ
イン、スルホベタイン（ＩＮＣＩ名：Ｓｕｌｔａｉｎｅｓ）およびホスホベタインならび
に式（I）を満たすベタインである。
R１-[CO-X-(CH２)ｎ]ｘ-N＋(R２)(R３)-(CH２)ｍ-[CH(OH)-CH２]ｙ-Y-　　（I）
［式中、Ｒ１は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８のア
ルキル基、より好ましくは飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４のア
ルキル基を表し、
Ｘは、ＮＨ、Ｃ１～４のアルキル基Ｒ４を有するＮＲ４、ＯまたはＳであり、
ｎは、１～１０の数、好ましくは２～５、より好ましくは３であり、
ｘは、０または１、好ましくは１であり、
Ｒ２、Ｒ３は、互いに独立して、必要に応じてヒドロキシ置換されたＣ１～４のアルキル
基、例えばヒドロキシエチル基、特にメチル基を表し、
ｍは、１～４の数、特に１、２または３であり、
ｙは、０または１であり、かつ
Ｙは、ＣＯＯ、ＳＯ３、ＯＰＯ（ＯＲ５）ＯまたはＰ（Ｏ）（ＯＲ５）Ｏ［式中、Ｒ５は
水素原子ＨまたはＣ１～４のアルキル基である］である。］
【００６４】
　カルボキシレート基（Ｙ－＝ＣＯＯ－）を有する式Iで示されるアルキルベタインおよ
びアルキルアミドベタインは、カルボベタインとしても既知である。
【００６５】
好ましい両性界面活性剤は、式（Ia）で示されるアルキルベタイン、式（Ib）で示される
アルキルアミドベタイン、式（Ic）で示されるスルホベタインおよび式（Id）で示される
アミドスルホベタインである。
R１-N＋(CH３)２-CH２COO-　　　　　　　　　　　　 　　 （Ia）
R１-CO-NH-(CH２)３-N＋(CH３)２-CH２COO-　　　　　　  　（Ib）
R１-N＋(CH３)２CH２CH(OH)CH２SO３

-　　　　　　　 　　　（Ic）
R１-CO-NH-(CH２)３-N＋(CH３)２- CH２CH(OH)CH２SO３

-　　　（Id）
［式中、Ｒ１は、式Ｉと同じ意味を有する。］
【００６６】
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　特に好ましい両性界面活性剤はカルボベタインであり、より好ましくは式（Ia）および
（Ib）で示されるカルボベタインであり、式（Id）で示されるアルキルアミドベタインが
特に好ましい。
【００６７】
　適当なベタインおよびスルホベタインの例は、以下のＩＮＣＩ名の化合物である：アー
モンドアミドプロピルベタイン、アプリコットアミドプロピルベタイン、アボカドアミド
プロピルベタイン、ババスアミドプロピルベタイン、ベヘンアミドプロピルベタイン、ベ
ヘニルベタイン、ベタイン、キャノールアミドプロピルベタイン、カプリル／カプリンア
ミドプロピルベタイン、カルニチン、セチルベタイン、コカミドエチルベタイン、コカミ
ドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、ココベタイン、ココヒド
ロキシスルタイン、ココ／オレアミドプロピルベタイン、ココスルタイン、デシルベタイ
ン、ジヒドロキシエチルオレイルグリシネート、ジヒドロキシエチルソイグリシネート、
ジヒドロキシエチルステアリルグリシネート、ジヒドロキシエチル獣脂グリシネート、ジ
メチコンプロピルＰＧ－ベタイン、エルカミドプロピルヒドロキシスルタイン、水素化獣
脂ベタイン、イソステアラミドプロピルベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、ラウリ
ルベタイン、ラウリルヒドロキシスルタイン、ラウリルスルタイン、ミルクアミドプロピ
ルベタイン、ミンクアミドプロピルベタイン、ミリストアミドプロピルベタイン、ミリス
チルベタイン、オレアミドプロピルベタイン、オレアミドプロピルヒドロキシスルタイン
、オレイルベタイン、オリーブアミドプロピルベタイン、パームアミドプロピルベタイン
、パルミトアミドプロピルベタイン、パルミトイルカルニチン、パームカーネルアミドプ
ロピルベタイン、ポリテトラフルオロエチレンアセトキシプロピルベタイン、リシノール
アミドプロピルベタイン、セサミドプロピルベタイン、ソイアミドプロピルベタイン、ス
テアラミドプロピルベタイン、ステアリルベタイン、獣脂アミドプロピルベタイン、獣脂
アミドプロピルヒドロキシスルタイン、獣脂ベタイン、獣脂ジヒドロキシエチルベタイン
、ウンデシレンアミドプロピルベタインおよび小麦胚アミドプロピルベタイン。好ましい
ベタインは、例えばコカミドプロピルベタイン（Ｃｏｃｏａｍｉｄｏｐｒｏｐｙｌｂｅｔ
ａｉｎｅ）である。
【００６８】
　アルキルアミドアルキルアミン
　アルキルアミドアルキルアミン（ＩＮＣＩ名：アルキルアミドアルキルアミン）は、式
（III）で示される両性界面活性剤である。
R９-CO-NR１０-(CH２)i-N(R

１１)-（CH２CH２O)ｊ-(CH２)ｋ[CH(OH)]ｌ-CH２-Z-OM　　（
III）
［式中、Ｒ９は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８のア
ルキル基、より好ましくは飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４のア
ルキル基を表し、
Ｒ１０は、水素原子ＨまたはＣ１～４のアルキル基、好ましくはＨであり、
ｉは、１～１０、好ましくは２～５、特に２または３の数であり、
Ｒ１１は、水素原子ＨまたはＣＨ２ＣＯＯＭ（Ｍは下記参照）であり、
ｊは、１～４の数、好ましくは１または２、特に１であり、
ｋは、０～４の数、好ましくは０または１であり、
ｌは、０または１（ｌ＝１の場合にｋ＝１）であり、
Ｚは、ＣＯ、ＳＯ２、ＯＰＯ（ＯＲ１２）またはＰ（Ｏ）（ＯＲ１２）、［式中、Ｒ１２

はＣ１～４のアルキル基またはＭ（下記参照）である］であり、かつ、
Ｍは、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属またはプロトン化したアルカノールアミン
、例えばプロトン化したモノ－、ジ－またはトリエタノールアミンである。］
【００６９】
　好ましい代表例は、式（IIIa）～（IIIｄ）を満たす。
R９-CO-NH-(CH２)２-N(R１１)-CH２CH２O-CH２-COOM　　　　　　 　（IIIa）
R９-CO-NH-(CH２)２-N(R１１)-CH２CH２O-CH２CH２-COOM　　　　　　（IIIb）
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R９-CO-NH-(CH２)２-N(R１１)-CH２CH２O-CH２CH(OH)CH２-SO３M　　　（IIIc）
R９-CO-NH-(CH２)２-N(R１１)-CH２CH２O-CH２CH(OH)CH２-OPO３HM　　（IIId）
［式中、Ｒ１１およびＭは、式（III）と同じ意味を有する。］
【００７０】
適当なベタインおよびアルキルアミドアルキルアミンの例は、以下のＩＮＣＩ名の化合物
である：ココアンホ二プロピオン酸、アンホプロピオン酸ココベタインアミド、ＤＥＡ－
ココアンホ二プロピオン酸塩、カプロアンホ二酢酸二ナトリウム、カプロアンホ二プロピ
オン酸二ナトリウム、カプリロアンホ二酢酸二ナトリウム、カプリロアンホ二プロピオン
酸二ナトリウム、ココアンホカルボキシエチルヒドロキシプロピルスルホン酸二ナトリウ
ム、ココアンホ二酢酸二ナトリウム、ココアンホ二プロピオン酸二ナトリウム、イソステ
アロアンホ二酢酸二ナトリウム、イソステアロアンホ二プロピオン酸二ナトリウム、ラウ
レス－５カルボキシアンホ二酢酸二ナトリウム、ラウロアンホ二酢酸二ナトリウム、ラウ
ロアンホ二プロピオン酸二ナトリウム、オレオアンホ二プロピオン酸二ナトリウム、ＰＰ
Ｇ－２－イソデセス－７カルボキシアンホ二酢酸二ナトリウム、ステアロアンホ二酢酸二
ナトリウム、獣脂アンホ二酢酸二ナトリウム、小麦胚アンホ二酢酸二ナトリウム、ラウロ
アンホ二プロピオン酸、クオタニウム－８５、カプロアンホ酢酸ナトリウム、カプロアン
ホヒドロキシプロピルスルホン酸ナトリウム、カプロアンホプロピオン酸ナトリウム、カ
プリロアンホ酢酸ナトリウム、カプリロアンホヒドロキシプロピルスルホン酸ナトリウム
、カプリロアンホプロピオン酸ナトリウム、ココアンホ酢酸ナトリウム、ココアンホヒド
ロキシプロピルスルホン酸ナトリウム、ココアンホプロピオン酸ナトリウム、コーンアン
ホプロピオン酸ナトリウム、イソステアロアンホ酢酸ナトリウム、イソステアロアンホプ
ロピオン酸ナトリウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、ラウロアンホヒドロキシプロピル
スルホン酸ナトリウム、ラウロアンホＰＧ－酢酸リン酸ナトリウム、ラウロアンホプロピ
オン酸ナトリウム、ミリストアンホ酢酸ナトリウム、オレオアンホ酢酸ナトリウム、オレ
オアンホヒドロキシプロピルスルホン酸ナトリウム、オレオアンホプロピオン酸ナトリウ
ム、リシノオレオアンホ酢酸ナトリウム、ステアロアンホ酢酸ナトリウム、ステアロアン
ホヒドロキシプロピルスルホン酸ナトリウム、ステアロアンホプロピオン酸ナトリウム、
獣脂アンホプロピオン酸ナトリウム、獣脂アンホ酢酸ナトリウム、ウンデシレノアンホ酢
酸ナトリウム、ウンデシレノアンホプロピオン酸ナトリウム、小麦胚アンホ酢酸ナトリウ
ムおよびラウロアンホＰＧ－酢酸塩化リン酸ナトリウム。
【００７１】
　アルキル置換アミノ酸
　本発明によると、好ましいアルキル置換アミノ酸（ＩＮＣＩ名：Ａｌｋｙｌ－Ｓｕｂｓ
ｔｉｔｕｔｅｄ　Ａｍｉｎｏ　Ａｃｉｄ）は、式（IV）で示されるモノアルキル置換アミ
ノ酸、
R１３-NH-CH(R１４)-(CH２)ｕ-COOM'　　　　（IV）
［式中、Ｒ１３は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８の
アルキル基、より好ましくは飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４の
アルキル基を表し、
Ｒ１４は、水素原子ＨまたはＣ１～４のアルキル基、好ましくはＨであり、
ｕは、０～４の数、好ましくは０または１、特に１であり、かつ、
Ｍ'は、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属またはプロトン化したアルカノールアミ
ン、例えばプロトン化したモノ－、ジ－またはトリエタノールアミンである。］
【００７２】
　式（V）で示されるアルキル置換イミノ酸、
R１５-N-[(CH２)ｖ-COOM'']２　　　　　（V）
［式中、Ｒ１５は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８の
アルキル基、より好ましくは飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４の
アルキル基を表し、
ｖは、１～５の数、好ましくは２または３、特に２であり、かつ
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Ｍ''は、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属またはプロトン化したアルカノールアミ
ン、例えばプロトン化したモノ－、ジ－またはトリエタノールアミンである。二つのカル
ボキシル基におけるＭ''は同一でも異なっていてもよく、例えば水素とナトリウムである
ことも二つともナトリウムであることもできる。]
および、式（VI）で示されるモノ－またはジアルキル置換天然アミノ酸である。
R１６-N(R１７)-CH(R１８)-COOM'''　　　　　（VI）
 [式中、Ｒ１６は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８の
アルキル基、より好ましくは飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４の
アルキル基を表し、
Ｒ１７は、水素原子またはＣ１～４のアルキル基（場合によりヒドロキシまたはアミン置
換される）であり、例えばメチル基、エチル基、ヒドロキシエチル基またはアミノプロピ
ル基であり、
Ｒ１８は、２０個の天然α－アミノ酸Ｈ２ＮＣＨ（Ｒ１８）ＣＯＯＨの１つの置換基であ
り、かつ、
Ｍ'''は、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属またはプロトン化したアルカノールア
ミン、例えばプロトン化したモノ－、ジ－またはトリエタノールアミンである。］
【００７３】
　特に好ましいアルキル置換アミノ酸は、式（IVa）で示されるアミノプロピオネートで
ある。
R１３-NH-CH２CH２COOM'　　　　　　　　（IVa）
［式中、Ｒ１３およびＭ’は、式（IV）と同じ意味を有する。
【００７４】
　アルキル置換アミノ酸の例は、以下のＩＮＣＩ名の化合物である：アミノプロピルラウ
リルグルタミン、コカミノ酪酸、コカミノプロピオン酸、ＤＥＡ－ラウラミノプロピオン
酸塩、コカミノプロピルイミノ二酢酸二ナトリウム、ジカルボキシエチルココプロピレン
ジアミン二ナトリウム、ラウラミノ二プロピオン酸二ナトリウム、ステアリミノ二プロピ
オン酸二ナトリウム、獣脂イミノ二プロピオン酸二ナトリウム、ラウラミノプロピオン酸
、ラウリルアミノプロピルグリシン、ラウリルジエチレンジアミノグリシン、ミリストア
ミノプロピオン酸、Ｃ１２～１５アルコキシプロピルイミノ二プロピオン酸ナトリウム、
コカミノプロピオン酸ナトリウム、ラウラミノプロピオン酸ナトリウム、ラウリミノ二プ
ロピオン酸ナトリウム、ラウロイルメチルアミノプロピオン酸ナトリウム、ＴＥＡ－ラウ
ラミノプロピオン酸塩およびＴＥＡ－ミリストアミノプロピオン酸塩。
【００７５】
　アシル化アミノ酸
　アシル化アミノ酸は、アミノ窒素原子に飽和または不飽和脂肪酸Ｒ１９ＣＯＯＨのアシ
ル基Ｒ１９ＣＯを有するアミノ酸、特に２０個の天然α－アミノ酸である。式中、Ｒ１９

は、飽和または不飽和Ｃ９～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８のアルキル基、特
に飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４のアルキル基である。アシル
化アミノ酸は、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩またはアルカノールアンモニウム塩
、例えばモノ－、ジ－またはトリエタノールアミンの形態で使用することもできる。アシ
ル化アミノ酸の例は、アミノ酸のＩＮＣＩ名によりまとめて既知であるアシル誘導体、例
えばココイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸、カプリロイルグリシン
またはミリストイルメチルアラニンである。
【００７６】
　両性界面活性剤の組み合わせ
　本発明の１つの好ましい実施態様は、２つまたはそれ以上の両性界面活性剤、より好ま
しくは２成分の両性界面活性剤の組み合わせの使用を特徴とする。
【００７７】
　両性界面活性剤の組み合わせは、好ましくは、少なくとも１つのベタイン、より好まし
くは少なくとも１つのアルキルアミドベタイン、最も好ましくはココアミドプロピルベタ
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インを含んでなる。
【００７８】
　さらに、両性界面活性剤の組み合わせは、好ましくは、カルボキシエチルココホスホエ
チルイミダゾリンナトリウム（Ｐｈｏｓｐｈｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＴＣ－６）、Ｃ８

／１０アミドプロピルベタイン（ＩＮＣＩ名：Ｃａｐｒｙｌ／Ｃａｐｒａｍｉｄｏ　ｐｒ
ｏｐｙｌ　Ｂｅｔａｉｎｅ；Ｔｅｇｏ（登録商標）Ｂｅｔａｉｎｅ８１０）、Ｎ－２－ヒ
ドロキシエチル－Ｎ－カルボキシメチル脂肪酸アミドエチルアミンＮａ（Ｒｅｗｏｔｅｒ
ｉｃ（登録商標）ＡＭＶ）およびＮ－カプリル／カプラミドエチル－Ｎ－エチルエーテル
プロピオン酸Ｎａ（Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＡＭＶＳＦ）およびベタイン３－（
３－ココアミド－プロピル）－ジメチルアンモニウム－２－ヒドロキシプロパンスルホネ
ート（ＩＮＣＩ名：Ｓｕｌｔａｉｎｅ；Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＡＭ　ＣＡＳ）
およびアルキルアミドアルキルアミンＮ－［Ｎ'（Ｎ''－２－ヒドロキシエチル－Ｎ''－
カルボキシエチルアミノエチル）－酢酸アミド］－Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ココアンモニ
ウムベタイン（Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＱＡＭ５０）からなる群からの少なくと
も１つの両性界面活性剤を含有し、より好ましくはココアミドプロピルベタインを一緒に
含むものである。
【００７９】
　他の特別な実施態様において、本発明の薬剤は、１～１５重量％、特に５～１０重量％
の量で、１つまたはそれ以上の両性界面活性剤を含んでなる。
【００８０】
　さらなる陰イオン性界面活性剤
　本発明の薬剤は、さらに、通常０．００１～５重量％、好ましくは０．０１～４重量％
、特に０．１～３重量％、特に好ましくは０．２～２重量％、最も好ましくは０．５～１
．５重量％、例えば１重量％の量で、１つまたはそれ以上のさらなる陰イオン性界面活性
剤を含んでなる。
【００８１】
　適当なさらなる陰イオン性界面活性剤は、特に脂肪族硫酸塩、例えばモノグリセリド硫
酸塩およびスルホン酸エステル（スルホ脂肪酸エステル）、リグニンスルホン酸塩、脂肪
酸シアナミド、陰イオン性スルホコハク酸界面活性剤、脂肪酸イセチオネート、アシルア
ミノアルカンスルホン酸塩（脂肪酸タウリド）、脂肪酸サルコシネート、エーテルカルボ
ン酸およびアルキル（エーテル）リン酸塩である。
【００８２】
　適当なさらなる陰イオン性界面活性剤は、ジフェニルオキシドベースの構造であって、
式Ｏ３Ｓ（Ｃ６Ｈ３Ｒ）Ｏ（Ｃ６Ｈ３Ｒ'）ＳＯ３

－［式中Ｒは、例えば６、１０、１２
または１６個の炭素原子を有するアルキル基を表し、Ｒ'はＲまたはＨを表す］で示され
る１つまたは両方のベンゼン環上に、２つのスルホン酸基および１つのアルキル基を有す
る陰イオン性ジェミニ界面活性剤（Ｃ１６アルキル基を有するＤｏｗｆａｘ（登録商標）
乾燥ヒドロトロープ粉末；ＩＮＣＩ名：ヘキシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウ
ム、デシルフェニルエーテルジスルホン酸二ナトリウム、ラウリルフェニルエーテルジス
ルホン酸二ナトリウム、セチルフェニルエーテルジスルホン酸二ナトリウム）および、フ
ッ素化陰イオン性界面活性剤、特にペルフルオロ化アルキルスルホン酸塩、例えばアンモ
ニウムＣ９／１０ペルフルオロアルキルスルホン酸塩（Ｆｌｕｏｒａｄ（登録商標）ＦＣ
１２０）およびペルフルオロオクタンスルホン酸のカリウム塩（Ｆｌｕｏｒａｄ（登録商
標）ＦＣ９５）である。
【００８３】
　陰イオン性スルホコハク酸界面活性剤
　特に好ましいさらなる陰イオン性界面活性剤は、陰イオン性スルホコハク酸界面活性ス
ルホコハク酸塩、スルホスクシナメートおよびスルホスクシンアミド、特にスルホコハク
酸塩およびスルホスクシナメート、最も好ましくはスルホコハク酸塩である。スルホコハ
ク酸塩は、単体またはスルホコハク酸ＨＯＯＣＣＨ（ＳＯ３Ｈ）ＣＨ２ＣＯＯＨのジエス
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テルの塩であり、スルホスクシナメートは、スルホコハク酸のモノアミドの塩を意味し、
スルホスクシンアミドはスルホコハク酸のジアミドの塩であると理解される。これらの既
知の陰イオン性界面活性剤の詳細は、Ａ．ＤｏｍｓｃｈおよびＢ．Ｉｒｒｇａｎｇによる
、陰イオン性界面活性剤：有機化学（Ｈ．Ｗ．Ｓｔａｅｃｈｅにより出版される；Ｓｕｒ
ｆａｃｔａｎｔ　ｓｃｉｅｎｃｅ　ｓｅｒｉｅｓ；第５６巻；ＩＳＢＮ　０－８２４７－
９３９４－３；Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，Ｉｎｃ.,　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　１９９６，
ｐｐ．５０１～５４９）により得られる。
【００８４】
　塩は、好ましくはアルカリ金属塩、アンモニウム塩ならびにモノ－、ジ－またはトリア
ルカノールアンモニウム塩、例えばモノ、ジまたはトリエタノールアンモニウム塩、特に
リチウム、ナトリウム、カリウムまたはアンモニウム塩、特に好ましくはナトリウムまた
はアンモニウム塩、最も好ましくはナトリウム塩である。
【００８５】
　スルホコハク酸塩において、スルホコハク酸の一方または両方のカルボキシル基はエス
テル化され、有利には１つまたは２つの同じまたは異なる、直鎖または分枝状の、飽和ま
たは不飽和の、非環状または環状の、４～２２個、好ましくは６～２０個、特に８～１８
個、特に好ましくは１０～１６個、最も好ましくは１２～１４個の炭素原子を含む場合に
よってアルコキシル化されたアルコールを有する。特に好ましいエステルは、直鎖状およ
び／または飽和のおよび／または非環状のおよび／またはアルコキシル化されたアルコー
ル、特に直鎖、飽和の脂肪アルコールおよび／または、エチレンオキシドおよび／または
プロピレンオキシド、好ましくはエチレンオキシドによりアルコキシル化された１～２０
の、有利には１～１５の、特に１～１０の、特に好ましくは１～６の、最も好ましくは１
～４のアルコキシル化度を有する直鎖飽和脂肪アルコールである。本発明において、モノ
エステルはジエステルよりも好ましい。特に好ましいスルホコハク酸塩は、スルホコハク
酸のラウリルポリグリコールエステルの二ナトリウム塩（ラウリル－ＥＯ－スルホコハク
酸二ナトリウム塩；ＩＮＣＩ名：ラウレススルホコハク酸二ナトリウム）であり、これは
例えば、３０重量％のスルホコハク酸塩含量を有するＴｅｇｏ（登録商標）Ｓｕｌｆｏｓ
ｕｃｃｉｎａｔ　Ｆ３０（Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ）として入手できる。
【００８６】
　スルホコハク酸塩またはスルホスクシンアミドにおいて、一方または両方のスルホコハ
ク酸のカルボキシル基はカルボン酸アミドを形成し、有利には、１つまたは二つの同じま
たは異なる直鎖状または分枝状の、飽和または不飽和の、非環状または環状の、４～２２
個の、好ましくは６～２０個の、特に８～１８個の、特に好ましくは１０～１６個の、最
も好ましくは１２～１４個の炭素原子を有する、場合によってアルコキシル化されたアル
キル基を有する１級または２級アミンを有するカルボン酸アミドを形成する。直鎖および
／または飽和および／または非環状アルキル基、特に直鎖飽和脂肪アルキル基が好ましい
。
【００８７】
　さらに適当なスルホコハク酸塩およびスルホスクシナメート（ＩＮＣＩ名）は、Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒ
ｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋにより詳細に記載されている下記の例である：ジノニルス
ルホコハク酸アンモニウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ジメチコンコポリオ
ールスルホコハク酸二アンモニウム、ラウラミド－ＭＥＡスルホコハク酸二アンモニウム
、ラウリルスルホコハク酸二アンモニウム、オレアミドＰＥＧ－２スルホコハク酸二アン
モニウム、スルホコハク酸ジアミルナトリウム、スルホコハク酸ジカプリルナトリウム、
スルホコハク酸ジシクロヘキシルナトリウム、スルホコハク酸ジヘプチルナトリウム、ス
ルホコハク酸ジヘキシルナトリウム、スルホコハク酸ジイソブチルナトリウム、スルホコ
ハク酸ジオクチルナトリウム、セテアリルスルホコハク酸二ナトリウム、コカミドＭＥＡ
－スルホコハク酸二ナトリウム、コカミドＭＩＰＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、コカ
ミドＰＥＧ－３スルホコハク酸二ナトリウム、ココグルコシドスルホコハク酸二ナトリウ
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ム、ココイルブチル１０スルホコハク酸二ナトリウム、Ｃ１２～１５パレススルホコハク
酸二ナトリウム、デセス－５スルホコハク酸二ナトリウム、デセス－６スルホコハク酸二
ナトリウム、ジヒドロキシエチルスルホスクシニルウンデシレン酸二ナトリウム、ジメチ
コンコポリオールスルホコハク酸二ナトリウム、水素化綿実グリセリドスルホコハク酸二
ナトリウム、イソデシルスルホコハク酸二ナトリウム、イソステアラミドＭＥＡ－スルホ
コハク酸二ナトリウム、イソステアラミドＭＩＰＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、イソ
ステアリルスルホコハク酸二ナトリウム、ラウレス－５－スルホコハク酸二ナトリウム、
ラウラミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、ラウラミドＰＥＧ－２－スルホコハク
酸二ナトリウム、ラウラミドＰＥＧ－５－スルホコハク酸二ナトリウム、ラウレス－６－
スルホコハク酸二ナトリウム、ラウレス－９－スルホコハク酸二ナトリウム、ラウレス－
１２－スルホコハク酸二ナトリウム、ラウリル－スルホコハク酸二ナトリウム、ミリスト
アミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、ノンオキシノール－１０スルホコハク酸二
ナトリウム、オレアミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、オレアミドＭＩＰＡ－ス
ルホコハク酸二ナトリウム、オレアミドＰＥＧ－２スルホコハク酸二ナトリウム、オレス
－３スルホコハク酸二ナトリウム、オレイルスルホコハク酸二ナトリウム、パルミトアミ
ドＰＥＧ－２スルホコハク酸二ナトリウム、パルミトオレアミドＰＥＧ－２スルホコハク
酸二ナトリウム、ＰＥＧ－４コカミドＭＩＰＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、ＰＥＧ－
５ラウリルクエン酸スルホコハク酸二ナトリウム、ＰＥＧ－８パームグリセリドスルホコ
ハク酸二ナトリウム、リノレアミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、シトステアレ
ス－１４スルホコハク酸二ナトリウム、ステアラミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウ
ム、二ナトリウムステアリルスルホスクシナメート、ステアリルスルホコハク酸二ナトリ
ウム、タルアミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、獣脂アミドＭＥＡ－スルホコハ
ク酸二ナトリウム、二ナトリウム獣脂スルホスクシナメート、トリデシルスルホコハク酸
二ナトリウム、ウンデシレンアミドＭＥＡ－スルホコハク酸二ナトリウム、ウンデシレン
アミドＰＥＧ－２スルホコハク酸二ナトリウム、小麦胚アミドＭＥＡ－スルホコハク酸二
ナトリウム、小麦胚アミドＰＥＧ－２スルホコハク酸二ナトリウム、ジ－ＴＥＡ－オレア
ミドＰＥＧ－２スルホコハク酸、スルホコハク酸ジトリデシルナトリウム、ビスグリコー
ルリノスルホコハク酸ナトリウム、ナトリウム／ＭＥＡラウレス－２スルホコハク酸およ
びテトラナトリウムジカルボキシエチルステアリルスルホスクシナメート。さらに適当な
スルホスクシナメートは、Ｃ１６～１８アルコキシプロピレンスルホスクシナメート二ナ
トリウムである。
【００８８】
　好ましい陰イオン性スルホコハク酸界面活性剤は、イミドコハク酸塩、モノ－Ｎａスル
ホコハク酸ジイソブチルエステル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＢ４５）、モノ－Ｎａ
スルホコハク酸ジオクチルエステル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＯ－８４ Ｒ２Ｗ、
Ｒｅｗｏｐｏｌ（登録商標）ＳＢ ＤＯ７５）、モノ－Ｎａスルホコハク酸ジ－トリデシ
ルエステル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＴ７０）、脂肪アルコールポリグリコールス
ルホコハク酸Ｎａ－ＮＨ４塩（ｓｕｌｆｏｓｕｃｃｉｎａｔｅ、Ｓ－２）、ジ－Ｎａスル
ホコハク酸モノ－Ｃ１２～１４３ＥＯエステル（Ｔｅｘａｐｏｎ（登録商標）ＳＢ－３）
ナトリウムスルホコハク酸ジイソオクチルエステル（Ｔｅｘｉｎ（登録商標）ＤＯＳ７５
）およびジ－Ｎａスルホコハク酸モノ－Ｃ１２／１８エステル（Ｔｅｘｉｎ（登録商標）
１２８－Ｐ）であり、特にモノ－Ｎａスルホコハク酸ジオクチルエステルであって、水は
けおよび／または乾燥挙動に関する本発明の３成分の界面活性剤の組み合わせと相乗的に
共動するものである。
【００８９】
　好ましい実施態様において、本発明の薬剤は１つまたは複数のスルホコハク酸塩、スル
ホスクシナメートおよび／またはスルホスクシンアミド、好ましくはスルホコハク酸塩お
よび／またはスルホスクシナメート、特にスルホコハク酸を陰イオン性界面活性剤として
、通常０．００１～５重量％、有利には０．０１～４重量％、特に０．１～３重量％、特
に好ましくは０．２～２重量％、最も好ましくは０．５～１．５重量％、例えば１重量％
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の量で含んでなる。
【００９０】
　非イオン性界面活性剤
　本発明の薬剤は、さらに１つまたはそれ以上の非イオン性界面活性剤を、通常０．００
１～５重量％、有利には０．０１～４重量％、特に０．１～３重量％、特に好ましくは０
．２～２重量％、最も好ましくは０．５～１．５重量％、例えば１重量％の量で含んでな
る。
【００９１】
　本発明の非イオン性界面活性剤は、アルコキシレート、例えばポリグリコールエーテル
、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキルフェノールポリグリコールエーテル
、末端キャップポリグリコールエーテル、混合エーテルおよびヒドロキシ混合エーテルな
らびに脂肪酸ポリグリコールエステルである。エチレンオキシドおよびプロピレンオキシ
ドのブロックポリマーならびに脂肪酸アルカノールアミドおよび脂肪酸ポリグリコールエ
ーテルも適当である。本発明の非イオン性界面活性剤の重要な分類は、アミンオキシドお
よび糖界面活性剤であり、より好ましくはアルキルポリグルコシドである。
【００９２】
　脂肪アルコールポリグリコールエーテル
　本発明において、脂肪アルコールポリグリコールエーテルは、３０までのアルコキシル
化度を有するエチレンオキシド（ＥＯ）および／またはプロピレンオキシド（ＰＯ）によ
りアルコキシル化された非分枝状または分枝状の、飽和または不飽和のＣ１０～１２アル
コール、好ましくは３０未満のエトキシル化度、好ましくは１～２０のエトキシル化度、
より好ましくは１～１２、最も好ましくは１～８、１つの最も特に好ましい実施態様にお
いては２～５のエトキシル化度を有するエトキシル化されたＣ１０～１８脂肪アルコール
、例えば２、３または４ＥＯを有するＣ１２～１４脂肪アルコールエトキシレートまたは
３および４ＥＯを有するＣ１２～１４脂肪アルコールエトキシレートの混合物（重量比１
：１）あるいは５、８または１２ＥＯを有するイソトリデシルアルコールエトキシレート
である。
【００９３】
　アミンオキシド
　本発明によれば、適当なアミンオキシドは、アルキルアミンオキシド、特にアルキルジ
メチルアミンオキシド、アルキルアミドアミンオキシドおよびアルコキシアルキルアミン
オキシドを含む。好ましいアミンオキシドは、式IIを満たす。
R６R７R８N＋-O-　　　　　　　　　　　　　　　（II）
R６-[CO-NH-(CH２)ｗ]ｚ-N＋(R７)(R８)-O-　　　　（II）
［式中、Ｒ６は、飽和または不飽和Ｃ６～２２のアルキル基、好ましくはＣ８～１８のア
ルキル基、特に飽和Ｃ１０～１６のアルキル基、例えば飽和Ｃ１２～１４のアルキル基で
あり、これはカルボニルアミドアルキレン基－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）Ｚ－を介してアル
キルアミドアミンオキシドの窒素原子Ｎと結合し、かつオキサアルキレン基－Ｏ－（ＣＨ

２）Ｚ－［式中、ｚは１～１０の数、好ましくは２～５、特に３である］を介してアルコ
キシアルキルアミンオキシドの窒素原子Ｎと結合し、
Ｒ７、Ｒ８は、互いに独立し、ヒドロキシ置換されていてよいＣ１～４アルキル基、例え
ばヒドロキシエチル基、特にメチル基である。］
【００９４】
　適当なアミンオキシドの例は、下記のＩＮＣＩ名の化合物である：アーモンドアミドプ
ロピルアミンオキシド、ババスアミドプロピルアミンオキシド、ベヘンアミンオキシド、
コカミドプロピルアミンオキシド、コカミドプロピルアミンオキシド、コカミンオキシド
、ココモルホリンオキシド、デシルアミンオキシド、デシルテトラデシルアミンオキシド
、ジアミノピリミジンオキシド、ジヒドロキシエチルＣ８～１０アルコキシプロピルアミ
ンオキシド、ジヒドロキシエチルＣ９～１１アルコキシプロピルアミンオキシド、ジヒド
ロキシエチルＣ１２～１５アルコキシプロピルアミンオキシド、ジヒドロキシエチルコカ
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ミンオキシド、ジヒドロキシエチルラウラミンオキシド、ジヒドロキシエチルステアラミ
ンオキシド、ジヒドロキシエチル獣脂アミンオキシド、水素化パームカーネルアミンオキ
シド、水素化獣脂アミンオキシド、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルＣ１２～１５ア
ルコキシプロピルアミンオキシド、イソステアラミドプロピルアミンオキシド、イソステ
アラミドプロピルモルホリンオキシド、ラウラミドプロピルアミンオキシド、ラウラミン
オキシド、メチルモルホリンオキシド、ミルクアミドプロピルアミンオキシド、ミンクア
ミドプロピルアミンオキシド、ミリストアミドプロピルアミンオキシド、ミリストアミン
オキシド、ミリスチル／セチルアミンオキシド、オレアミドプロピルアミンオキシド、オ
レアミンオキシド、オリーブアミドプロピルアミンオキシド、パルミトアミドプロピルア
ミンオキシド、パルミトアミンオキシド、ＰＥＧ－３ラウラミンオキシド、ジヒドロキシ
エチルコカミンオキシドリン酸カリウム、カリウムトリスホスホノメチルアミンオキシド
、セサミドプロピルアミンオキシド、ソイアミドプロピルアミンオキシド、ステアラミド
プロピルアミンオキシド、ステアラミンオキシド、獣脂アミドプロピルアミンオキシド、
獣脂アミンオキシド、ウンデシレンアミドプロピルアミンオキシドおよび小麦胚アミドプ
ロピルアミンオキシド。好ましいアミンオキシドは、例えばコカミドプロピルアミンオキ
シド（ｃｏｃｏａｍｉｄｏｐｒｏｐｙｌａｍｉｎｅ　ｏｘｉｄｅ）である。
【００９５】
　糖界面活性剤
　糖界面活性剤は、例えばアルキルグルコースエステル、アルドビオンアミド、グルコン
アミド（糖酸アミド）、グリセロールアミド、グリセロール糖脂質、ポリヒドロキシ脂肪
酸アミド糖界面活性剤（糖アミド）およびアルキルポリグリコシドの糖界面活性剤分類を
含む既知の界面活性化合物である。それらは例えば、ＷＯ９７／００６０９（Ｈｅｎｋｅ
ｌ社）およびその中で引用された公報（４～１２頁）に記載されており、上記に関してこ
れらを参照することにより、その開示が本出願に組み込まれるものとする。本発明の教示
において、好ましい糖界面活性剤は、アルキルポリグリコシドおよび糖アミドならびにそ
れらの誘導体、特にそれらのエーテルおよびエステルである。エーテルは、１つまたはそ
れ以上の、好ましくは１つの糖ヒドロキシル基と１つまたはそれ以上のヒドロキシル基を
有する化合物、例えばエチレンおよび／またはプロピレングリコールのようなＣ１～２２

アルコールまたはグリコール（糖ヒドロキシル基はポリエチレングリコールおよび／また
はプロピレングリコール残基を有していてもよい）との反応生成物である。エステルは、
１つまたはそれ以上の、好ましくは１つの糖ヒドロキシル基とカルボン酸、より好ましく
はＣ６～２２脂肪酸との反応生成物である。
【００９６】
　糖アミド
　特に好ましい糖アミドは、式Ｒ'Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ''）［Ｚ］である。式中、Ｒ'は、直鎖
または分枝状の、飽和または不飽和アシル基、好ましくは５～２１個の、好ましくは５～
１７個の、より好ましくは７～１５個の、最も好ましくは７～１３個の炭素原子を有する
直鎖不飽和アシル基であり、Ｒ''は、直鎖または分枝状の、飽和または不飽和アルキル基
、好ましくは６～２２個の、好ましくは６～１８個の、より好ましくは８～１６個の、最
も好ましくは８～１４個の炭素原子を有する直鎖不飽和アルキル基、Ｃ１～５アルキル基
、特にメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基
、ｔｅｒｔ．－ブチル基またはｎ－ペンチル基あるいは水素であり、Ｚは糖単位である。
即ち、単糖単位である。特に好ましい糖アミドは、グルコースのアミド、グルカミド、例
えばラウロイルメチルグルカミドである。
【００９７】
　アルキルポリグリコシド
　アルキルポリグリコシド（ＡＰＧ）は、本発明の目的のために特に好ましい糖界面活性
剤であって、好ましくは一般式Ｒ１Ｏ（ＡＯ）ａ［Ｇ］ｘで示される。式中、Ｒ１は、６
～２２個の、好ましくは６～１８個の、より好ましくは８～１４個の炭素原子を有する直
鎖または分枝状、飽和または不飽和アルキル基であり、［Ｇ］はグリコシドの糖単位であ
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り、ｘは１～１０の数であり、ＡＯはアルキレンオキシ基、例えばエチレンオキシ基また
はプロピレンオキシ基を表し、ａは０～２０のアルコキシル化度を意味する。基（ＡＯ）

ａは、例えばエチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位のような様々なアルキレン
オキシド単位を含有し、その場合には全アルコキシル化度を意味する。即ち、エトキシル
化度およびプロポキシル化度の合計を意味する。以下において、より詳細にまたは他の記
載がない限り、ＡＰＧの基Ｒ１は、記載された炭素数を有する直鎖の不飽和基である。
【００９８】
　ＡＰＧは非イオン性界面活性剤であり、調合有機化学の適当な方法で得ることができる
物質として既知である。指数ｘは、オリゴマー化度（ＤＰ度）を示す。即ち、単糖および
多糖の配分を示し、１～１０の数である。所定の化合物におけるｘは常に整数（とりわけ
１～６の値をとり得る）でなければならないのに対して、特定のアルキルオリゴグリコシ
ドに対する値ｘは、解析的に決定される計算量であって通常分数である。１．１～３．０
の平均オリゴマー化度ｘを有するアルキルグリコシドが好ましく用いられる。１．７未満
、より好ましくは１．２～１．６のオリゴマー化度のアルキルグリコシドが、適用の観点
から好ましい。用いられるグリコシドの糖は、好ましくはキシロース、特にグルコースで
ある。
【００９９】
　アルキルまたはアルケニル基Ｒ'は、８～１８個の、好ましくは８～１４個の炭素原子
を有する１級アルコールに由来してよい。典型的な例は、カプロンアルコール、カプリル
アルコール、カプリンアルコールおよびウンデシルアルコールならびに、例えば工業的脂
肪酸メチルエステルの水素化またはローレンオキソ合成によるアルデヒドの水素化で得ら
れるそれらの工業的混合物である。
【０１００】
　しかしながら、アルキルまたはアルケニル基Ｒ'は、好ましくはラウリルアルコール、
ミリスチルアルコール、セチルアルコール、パルミトオレイルアルコール、ステアリルア
ルコール、イソステアリルアルコールまたはオレイルアルコールに由来するものが好まし
い。エライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、アラキルアルコール、ガドレイ
ルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコールおよびそれらの混合物も挙げら
れる。
【０１０１】
　特に好ましいＡＰＧは、アルコキシル化されていない（ａ＝０）式ＲＯ［Ｇ］ｘで示さ
れる。式中、Ｒは４～２２個の炭素原子を有する直鎖または分枝状の、飽和または不飽和
アルキル基を表し、［Ｇ］はグリコシドの糖、好ましくはグルコースであり、ｘは１～１
０、好ましくは１．１～３、より好ましくは１．２～１．６の数である。従って、好まし
いアルキルポリグリコシドは、例えば１．４～１．５のＤＰ度を有するＣ８～１０および
Ｃ１２～１４アルキルポリグルコシドであり、より好ましくはＣ８～１０アルキル－１，
５－グルコシドおよびＣ１２～１４アルキル－１，４－グルコシドである。
【０１０２】
　陽イオン性界面活性剤
　さらに、本発明の薬剤は、通常０．００１～５重量％、好ましくは０．０１～４重量％
、より好ましくは０．１～３重量％、最も好ましくは０．２～２重量％、特に０．５～１
．５重量％、例えば１重量％の量で、１つまたはそれ以上の陽イオン性界面活性剤（陽イ
オン性界面活性剤；ＩＮＣＩ名４級アンモニウム化合物）を含んでなる。
【０１０３】
　好ましい陽イオン性界面活性剤は、４級界面活性化合物であり、より好ましくはアンモ
ニウム基、スルホニウム基、ホスホニウム基、ヨードニウム基またはアルソニウム基を含
有する。それらは抗菌剤として、例えばＫ．Ｈ．Ｗａｌｈａｅｕｓｅｒの「Ｐｒａｘｉｓ
　ｄｅｒ　Ｓｔｅｒｉｌｉｓａｔｉｏｎ，　Ｄｅｓｉｎｆｅｋｔｉｏｎ－Ｋｏｎｓｅｒｖ
ｉｅｒｕｎｇ：Ｋｅｉｍｉｄｅｎｔｉｆｉｚｉｅｒｕｎｇ－Ｂｅｔｒｉｅｂｓｈｙｇｉｅ
ｎｅ」（第５版、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ／Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ｔｈｉｅｍｅ、１９９５年）
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に記載されている。抗菌活性を有する４級界面活性化合物の添加により、薬剤に抗菌活性
を与えることができ、または薬剤の他の成分の存在による既存の抗菌活性を向上させるこ
とができる。
【０１０４】
　乾燥用および輝き用添加剤として使用される式Ｉの４級アンモニウム化合物に加えて、
特に好ましい陽イオン界面活性剤は、一般式（ＲI）（ＲII）（ＲIII）（ＲIV）Ｎ＋Ｘ－

で示される４級アンモニウム化合物（ＱＵＡＴＳ；ＩＮＣＩ名：４級アンモニウム化合物
）である。式中、ＲI～ＲIVは、同一または異なって、Ｃ１～２２アルキル基、Ｃ７～２

８アラルキル基または複素環基を表し、２つまたは（ピリジンのような芳香族化合物の場
合には）３つの基が窒素原子とともに複素環（例えばピリジニウムまたはイミダゾリウム
化合物）を形成し、Ｘ－はハロゲンイオン、硫酸イオン、水酸化物イオンまたは同様の陰
イオンを表す。最適な抗菌活性のために、少なくとも１つの構成成分は、好ましくは８～
１８の鎖長を有し、より好ましくは１２～１６個の炭素原子を有する。
【０１０５】
　ＱＵＡＴＳは、３級アミンとアルキル化剤、例えば塩化メチル、塩化ベンジル、硫酸ジ
メチル、臭化ドデシルとの反応により、またエチレンオキシドとの反応により得ることが
できる。１つの長いアルキル鎖および２つのメチル基を有する３級アミンのアルキル化が
、特に容易である。２つの長鎖および１つのメチル基を有する３級アミンの４級化も、塩
化メチルを用いて穏やかな条件下で行うことができる。３つの長いアルキル鎖またはヒド
ロキシ置換アルキル鎖は反応性を欠き、好ましくは硫酸ジメチルにより４級化される。
【０１０６】
　適当なＱＵＡＴＳは、例えば塩化ベンザルコニウム（Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
ベンジルアンモニウムクロリド、ＣＡＳ　Ｎｏ．８００１－５４－５）、ベンザルコンＢ
（ｍ，ｐ－ジクロロベンジルジメチル－Ｃ１２アルキルアンモニウムクロリド、ＣＡＳ 
Ｎｏ．５８３９０－７８－６）、塩化ベンゾキソニウム（ベンジルドデシル－ビス－（２
－ヒドロキシエチル）アンモニウムクロリド）、臭化セトリモニウム（Ｎ－ヘキサデシル
－Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムブロミド、ＣＡＳ ＮＯ．５７－０９－０）、塩化ベ
ンゼトニウム（Ｎ，Ｎ－ジ－メチル－Ｎ－［２－［２－［ｐ－（１，１，３，３－テトラ
メチルブチル）－フェノキシ］－エトキシ］－エチル］－ベンジルアンモニウムクロリド
、ＣＡＳ Ｎｏ．１２１－５４－０）、塩化ジアルキルジメチルアンモニウム、例えば塩
化ジ－ｎ－デシルジメチルアンモニウム（ＣＡＳ　Ｎｏ．７１７３－５１－５－５）、臭
化ジデシルジメチルアンモニウム（ＣＡＳ　Ｎｏ．２３９０－６８－３）、塩化ジオクチ
ルジメチルアンモニウム、塩化１－セチルピリジニウム（ＣＡＳ　Ｎｏ．１２３－０３－
５）およびヨウ化チアゾリン（ＣＡＳ　Ｎｏ．１５７６４４８－１）ならびにそれらの混
合物である。好ましいＱＵＡＴＳは、Ｃ８～１８アルキル基を含有する塩化ベンザルコニ
ウム、特にＣ１２～１４塩化アルキルベンジルジメチルアンモニウムである。特に好まし
いＱＵＡＴは、ココペンタエトキシメチルアンモニウムメトスルフェート（ＩＮＣＩ名：
ＰＥＧ－５ココモニウムメトスルフェート；Ｒｅｗｏｑｕａｔ（登録商標）ＣＰＥＭ）で
ある。
【０１０７】
　抗菌性陽イオン性界面活性剤と本発明に含まれる陰イオン性界面活性剤の不適合性を回
避するため、陽イオン性界面活性剤は最も相溶性の陰イオン性界面活性剤と用いるか、ま
たは最小限の陽イオン性界面活性剤を用い、あるいは本発明の特別な実施態様においては
、抗菌性陽イオン性界面活性剤は全く用いられない。パラベン、安息香酸および／または
安息香酸エステル、乳酸および／または乳酸塩を、抗菌活性界面活性剤として添加し得る
。安息香酸および／または乳酸が特に好ましい。
【０１０８】
　溶剤
　本発明の水性剤の水分含量は、通常２０～９９重量％、好ましくは４０～９０重量％、
特に５０～８５重量％、特に好ましくは５５～８０重量％である。
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【０１０９】
　本発明の薬剤は、さらに有利には、１つまたはそれ以上の水溶性有機溶剤を、通常０．
１～３０重量％、有利には１～２０重量％、特に２～１５重量％、特に好ましくは４～１
２重量％、最も好ましくは６～１０重量％の量で含有することができる。
【０１１０】
　本発明の教示によれば、溶剤は必要に応じて、屈水性剤、粘度調整剤および／または低
温安定化剤として用いられる。該溶剤は特に界面活性剤および電解質ならびに香料や染料
に対して可溶化効果を有し、従って、これらの混入や液晶相の形成の防止に貢献し、透明
生成物の形成に貢献する。本発明の薬剤の粘度は、溶剤含有量の増加に伴い低下する。し
かしながら、過剰な溶剤は粘度を過剰に低下し得る。最終的に、本発明の冷曇り点および
透明点は、溶剤含有量の増加に伴い低下する。
【０１１１】
　適当な溶剤の例は、少なくとも１つのヒドロキシル基および場合により１つまたはそれ
以上のエーテル機能Ｃ－Ｏ－Ｃを含有する飽和または不飽和の、好ましくは飽和の、分枝
状または非分枝状Ｃ１～２０炭化水素、好ましくはＣ２～１５炭化水素である。即ち、炭
素原子鎖が酸素原子により分断されている。
【０１１２】
　好ましい溶剤は、Ｃ２～６アルキレン基およびポリ－Ｃ２～３アルキレングリコールエ
ーテル（必要に応じて片側をＣ１～６アルカノールでエーテル化されている）である。平
均１～９個の同一または異なる、好ましくは同一の、分子あたりアルキレングリコール基
ならびにＣ１～６アルコール、好ましくはエタノール、ｎ－プロパノールまたはイソ－プ
ロパノール、特にエタノールを含んでなる。
【０１１３】
　溶剤の例は、下記のＩＮＣＩ名の化合物である：アルコール（エタノール）、ブテス－
３、ブトキシジグリコール、ブトキシエタノール、ブトキシイソプロパノール、ブトキシ
プロパノール、ｎ－ブチルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、ブチレングリコール、ブ
チルオクタノール、ジエチレングリコール、ジメトキシジグリコール、ジメチルエーテル
、ジプロピレングリコール、エトキシジグリコール、エトキシエタノール、エチルヘキサ
ンジオール、グリコール、ヘキサンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、ヘキシ
ルアルコール、ヘキシレングリコール、イソブトキシプロパノール、イソペンチルジオー
ル、イソプロピルアルコール（イソプロパノール）、３－メトキシブタノール、メトキシ
ジグリコール、メトキシエタノール、メトキシイソプロパノール、メトキシメチルブタノ
ール、メトキシＰＥＧ－１０、メチラール、メチルアルコール、メチルヘキシルエーテル
、メチルプロパンジオール、ネオペンチルグリコール、ＰＥＧ－４、ＰＥＧ－６、ＰＥＧ
－７，ＰＥＧ－８、ＰＥＧ－９、ＰＥＧ－６メチルエーテル、ペンチレングリコール、Ｐ
ＰＧ－７、ＰＰＧ－２－ブテス－３、ＰＰＧ－２ブチルエーテル、ＰＰＧ－３ブチルエー
テル、ＰＰＧ－２メチルエーテル、ＰＰＧ－３メチルエーテル、ＰＰＧ－２プロピルエー
テル、プロパンジオール、プロピルアルコール（ｎ－プロパノール）、プロピレングリコ
ール、プロピレングリコールブチルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、
テトラヒドロフルフリルアルコール、トリメチルヘキサノール。
【０１１４】
　特に好ましい溶剤は、片側をＣ１～６アルカノールによりエーテル化された、平均１～
９個の、好ましくは２～３個のエチレングリコール基またはプロピレングリコール基を有
するポリ－Ｃ２～３アルキレングリコールエーテルであり、例えばＰＰＧ－２メチルエー
テル（ジプロピレングリコールモノメチルエーテル）である。
【０１１５】
　最も特に好ましい溶剤は、Ｃ２～３アルコールのエタノール、ｎ－プロパノールおよび
／またはイソ－プロパノール、特にエタノールである。
【０１１６】
　上述した溶剤とは別に、適当な可溶化剤（特に香料および染料に対する）は、例えば１
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～３個の炭素原子をアルキル基に有するアルカノールアミンおよびアルキルベンゼンスル
ホン酸塩である。
【０１１７】
　添加剤
　本発明によると、本発明の薬剤は、より乾燥および／または水はけ挙動を改善するため
に、式（I）のシリルポリアルコキシレートの他に、界面活性剤、ポリマーおよびビルダ
ーの群からの１つまたはそれ以上の添加剤を、通常０．００１～５重量％、有利には０．
０１～４重量％、特に０．１～３重量％、特に好ましくは０．２～２重量％、最も好まし
くは０．５～１．５重量％、例えば１重量％の量で含有し得る。
【０１１８】
　添加剤として適当な界面活性剤は、前述した特定の両性界面活性剤、他の陰イオン性界
面活性剤、非イオン性界面活性剤および陽イオン性界面活性剤であり、以下に繰り返し述
べる。界面活性添加剤の含有量は、好ましくは全界面活性剤含有量が上述した量の範囲に
入るように選択されるべきである。
【０１１９】
　個々の添加剤の下、１つまたはそれ以上の商品名とともに下記に記載するいくつかの添
加剤は、市販品を購入することができる。
【０１２０】
　添加剤として適当な両性界面活性剤は、特にカルボキシエチルココホスホエチルイミダ
ゾリンナトリウム（Ｐｈｏｓｐｈｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＴＣ－６）、Ｃ８／１０アミ
ドプロピルベタイン（ＩＮＣＩ名：カプリル／カプラミドプロピルベタイン；Ｔｅｇｏ（
登録商標）Ｂｅｔａｉｎｅ８１０）、Ｎ－２－ヒドロキシエチル－Ｎ－カルボキシメチル
脂肪酸アミドエチルアミンＮａ（Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＡＭＶ）およびＮ－カ
プリル／カプリンアミドエチル－Ｎ－エチルエーテルプロピオン酸Ｎａ（Ｒｅｗｏｔｅｒ
ｉｃ（登録商標）ＡＭＶＳＦ）およびベタイン３－（３－ココアミドプロピル）－ジメチ
ルアンモニウム－２－ヒドロキシプロパンスルホン酸塩（ＩＮＣＩ名：Ｓｕｌｔａｉｎｅ
；Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ（登録商標）ＡＭ　ＣＡＳ）ならびにアルキルアミドアルキルアミ
ンＮ－［Ｎ'（Ｎ''－２－ヒドロキシエチル－Ｎ''－カルボキシエチルアミノエチル）－
酢酸アミド］－Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ココアンモニウムベタイン（Ｒｅｗｏｔｅｒｉｃ
（登録商標）ＱＡＭ５０）である。
【０１２１】
　適当なさらなる陰イオン性界面活性剤は、ジフェニルオキシドベースの構造であって、
式Ｏ３Ｓ（Ｃ６Ｈ３Ｒ）Ｏ（Ｃ６Ｈ３Ｒ'）ＳＯ３

－［式中Ｒは、例えば６、１０、１２
または１６個の炭素原子を有するアルキル基を表し、Ｒ'はＲまたはＨを表す］で示され
る１つまたは両方のベンゼン環上に、２つのスルホン酸基および１つのアルキル基を有す
る陰イオン性ジェミニ界面活性剤（Ｃ１６アルキル基を有するＤｏｗｆａｘ（登録商標）
乾燥ヒドロトロープ粉末；ＩＮＣＩ名：ヘキシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウ
ム、デシルフェニルエーテルジスルホン酸二ナトリウム、ラウリルフェニルエーテルジス
ルホン酸二ナトリウム、セチルフェニルエーテルジスルホン酸二ナトリウム）および、フ
ッ素化陰イオン性界面活性剤、特にペルフルオロ化アルキルスルホン酸塩、例えばアンモ
ニウムＣ９／１０ペルフルオロアルキルスルホン酸塩（Ｆｌｕｏｒａｄ（登録商標）ＦＣ
１２０）およびペルフルオロオクタンスルホン酸のカリウム塩（Ｆｌｕｏｒａｄ（登録商
標）ＦＣ９５）ならびにスルホコハク酸界面活性イミドコハク酸、モノ－Ｎａスルホコハ
ク酸ジイソブチルエステル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＢ４５）、モノ－Ｎａスルホ
コハク酸ジオクチルエステル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＯ－８４　Ｒ２Ｗ、Ｒｅｗ
ｏｐｏｌ（登録商標）ＳＢ　ＤＯ７５）、モノ－Ｎａスルホコハク酸ジ－トリデシルエス
テル（Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＴ７０）、脂肪アルコールポリグリコールスルホコ
ハク酸Ｎａ－ＮＨ４塩（スルホコハク酸塩、Ｓ－２）、ジ－Ｎａスルホコハク酸モノ－Ｃ

１２～１４　３ＥＯエステル（Ｔｅｘａｐｏｎ（登録商標）ＳＢ－３）、ナトリウムスル
ホコハク酸ジイソオクチルエステル（Ｔｅｘｉｎ（登録商標）ＤＯＳ７５）およびジ－Ｎ
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ａスルホコハク酸モノ－Ｃ１２／１８エステル（Ｔｅｘｉｎ（登録商標）１２８－Ｐ）で
ある。
【０１２２】
　適当な添加剤である非イオン性界面活性剤は、特にＣ１０ジメチルアミンオキシド（Ａ
ｍｍｏｎｙｘ（登録商標）ＤＯ）、Ｃ１０／１４脂肪アルコール＋１．２ＰＯ＋６．４Ｅ
Ｏ（Ｄｅｈｙｄｏｌ（登録商標）９８０）、Ｃ１２／１４脂肪アルコール＋６ＥＯ（Ｄｅ
ｈｙｄｏｌ（登録商標）ＬＳ６）、Ｃ８脂肪アルコール＋１．２ＰＯ＋９ＥＯ（Ｄｅｈｙ
ｄｏｌ（登録商標）Ｏ１０）、ＦＡＥＯ　Ｃ１２～１８　７ＥＯ（Ｄｅｈｙｄｏｌ（登録
商標）ＬＴ７）、ＦＡＥＯＣ１２・１６　５．５ＥＯ（Ｄｅｈｙｄｏｌ（登録商標）ＬＳ
Ｓ５．５）、ＦＡＥＯＣ９～１３　５ＥＯ、ＦＡＥＯＣ１０～１４　１．２ＰＯ＋６．４
ＥＯ、ｎ－ブチル末端キャップＣ１６／２０ゲルベアルコール＋８ＥＯ（Ｄｅｈｙｐｏｎ
（登録商標）Ｇ２０８４）、複数のｎ－ブチル末端キャップ非イオン性界面活性剤の混合
物およびＣ８／１０ＡＰＧ（Ｄｅｈｙｐｏｎ（登録商標）Ｋｅ　２５５５）、Ｃ８／１０

脂肪アルコール＋１ＰＯ＋２２ＥＯ－（２－ヒドロキシデシル）エーテル（Ｄｅｈｙｐｏ
ｎ（登録商標）Ｋｅ　３４４７）、Ｃ１２／１４脂肪アルコール＋５ＥＯ＋４ＥＯ（Ｄｅ
ｈｙｐｏｎ（登録商標）ＬＳ　５４　Ｇ）、メチル末端キャップＣ１２～１４脂肪アルコ
ール＋５ＥＯ＋３ＥＯ（Ｄｅｈｙｐｏｎ（登録商標）ＬＳ　５３１）、ｎ－ブチル末端キ
ャップＣ１２～１４脂肪アルコール＋１０ＥＯ（Ｄｅｈｙｐｏｎ（登録商標）ＬＳ　１０
４　Ｌ）、Ｃ１１オキソアルコール＋８ＥＯ（Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）ＵＤ　０８８
）、Ｃ１３オキソアルコール＋８ＥＯ（Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ　０８９）、ｎ－
ブチル末端キャップＣ１３／１５脂肪アルコール－ＥＯ付加物（Ｐｌｕｒａｆａｃ（登録
商標）ＬＦ　２２１）およびアルコキシル化された脂肪アルコール（Ｔｅｇｏｔｅｎｓ（
登録商標）ＥＣ－１１）である。
【０１２３】
　添加剤として適当な陽イオン性界面活性剤は、特に陰イオン性界面活性剤と相溶性のあ
る陽イオン性界面活性剤であり、例えば４級アンモニウム化合物、例えばココペンタエト
キシメチルアンモニウムメトスルフェート（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ－５ココモニウムメトス
ルフェート；Ｒｅｗｏｑｕａｔ（登録商標）ＣＰＥＭ）である。
【０１２４】
　添加剤として適当なポリマーは、特に、マレイン酸／アクリル酸共重合体ナトリウム塩
（Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＣＰ５）、修飾ポリアクリル酸ナトリウム塩（Ｓｏｋａｌ
ａｎ（登録商標）ＣＰ１０）、修飾ポリカルボキシレートナトリウム塩（Ｓｏｋａｌａｎ
（登録商標）ＨＰ２５）、ポリアルキレンオキシド、修飾ヘプタメチルトリシロキサン（
Ｓｉｌｗｅｔ（登録商標）Ｌ－７７）、ポリアルキレンオキシド、修飾ヘプタメチルトリ
シロキサン（Ｓｉｌｗｅｔ（登録商標）Ｌ－７６０８）、ポリエーテルシロキサン（ポリ
メチルシロキサンとエチレンオキシド／プロピレンオキシド断片の共重合体（ポリエーテ
ルブロック）、好ましくは水溶性直鎖ポリエーテルシロキサンと末端ポリエーテルブロッ
ク、Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８４０、Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８４３、
Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８４７、Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８５１、Ｔｅ
ｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８６３およびＴｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８７８である
）である。
【０１２５】
　添加剤として適当なビルダーは、特にポリアスパラギン酸ナトリウム塩、エチレンジア
ミントリアセテートココアルキルアセトアミド（Ｒｅｗｏｐｏｌ（登録商標）ＣＨＴ１２
）、メチルグリシン二酢酸三ナトリウム塩（Ｔｒｉｌｏｎ（登録商標）ＥＳ９９６４）お
よびアセトホスホン酸塩（Ｔｕｒｐｉｎａｌ（登録商標）ＳＬ）である。
【０１２６】
　界面活性またはポリマー添加剤との混合物は、Ｍｏｎａｗｅｔ（登録商標）ＭＯ－８４
　Ｒ２Ｗ、Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８４３およびＴｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）
５８６３の場合に相乗効果を示す。しかしながら、ガラスの硬表面、特にガラス製食器で
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使用される本発明の薬剤において、Ｔｅｇｏｐｒｅｎタイプ５８４３および５８６３の使
用は勧めない。これらのシリコーン界面活性剤はガラス上で吸収され得るからである。
【０１２７】
　本発明の１つの好ましい実施態様では、上記添加剤を全く使用しない。
【０１２８】
　本発明の薬剤に対する好ましい粘度（２０℃、剪断速度３０ｓ－１、ブルックフィール
ド　ＬＶ　ＤＶ　II　粘度計、スピンドル２５）は１０～５０００ｍＰａｓの範囲、好ま
しくは５０～２０００ｍＰａｓの範囲、より好ましくは１００～１０００ｍＰａｓの範囲
、最も好ましくは１５０～７００ｍＰａｓの範囲、最も特に好ましくは２００～５００ｍ
Ｐａｓの範囲であり、例えば３００～４００ｍＰａｓである。
【０１２９】
　このために、特に界面活性剤低含有量である場合および／または溶剤によって減少する
場合、特に界面活性剤高含有量である場合に、増粘剤によって本発明の薬剤の粘度を上昇
させることができる。
【０１３０】
　増粘剤
　増粘剤として、本発明の薬剤は１つまたはそれ以上の電解質塩および／または１つまた
はそれ以上のポリマー増粘剤を含有し得る。
【０１３１】
　電解質塩
　本発明における電解質塩は、本発明の水性薬剤中のイオン成分とかかわらない塩である
。
【０１３２】
　好ましい塩は、塩、特に無機酸のアルカリ塩および／またはアルカリ金属塩、好ましく
はハロゲン化水素酸、硝酸、硫酸の群からの無機酸、より好ましくは塩化物および硫酸塩
である。
【０１３３】
　特に好ましい電解質塩は、硫酸マグネシウム、より好ましくはエプソム塩として既知で
あり、鉱物エプソマイトとして生じるＭｇＳＯ４７Ｈ２Ｏである。
【０１３４】
　本発明の教示によると、電解質塩は、例えば塩化ナトリウムの代わりに塩酸および水酸
化ナトリウムのような、対応する酸／塩基対の形態で使用してもよい。
【０１３５】
　電解質塩の含有量は、通常８重量％以下、好ましくは０．１～６重量％の間、より好ま
しくは０．２～４重量％の間、最も好ましくは０．３～２重量％の間、最も特に好ましく
は０．５～１重量％の間、例えば０．７重量％である。
【０１３６】
　ポリマー増粘剤
　本発明のポリマー増粘剤は、増粘剤としてはたらく高分子電解質としてのポリカルボキ
シレートであり、好ましくはアクリル酸の単独（ホモ）重合体および共重合体、特にアク
リル酸－メタクリル酸共重合体のようなアクリル酸共重合体、および多糖類、特にヘテロ
多糖類、ならびに従来の増粘ポリマーである。
【０１３７】
　適当な多糖類およびヘテロ多糖類は、多糖ゴム、例えばアラビアゴム、寒天、アルギン
酸塩、カラギーンおよびその塩、グァー、ガラナ、トラガカント、ゲラン、ラムザン、デ
キストランまたはキサンタンおよびこれらの誘導体、例えばプロポキシル化グァーおよび
これらの混合物である。他の多糖増粘剤、例えばデンプンまたはセルロース誘導体を代替
として使用することができるが、好ましくは多糖ゴムに加えて使用し得る。これらは、例
えば異なる起源のデンプンおよびデンプン誘導体、例えばヒドロキシエチルデンプン、リ
ン酸デンプンエステルおよび酢酸デンプン、あるいはカルボキシメチルセルロースまたは
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そのナトリウム塩、メチル－、エチル－、ヒドロキシエチル－、ヒドロキシプロピル－、
ヒドロキシプロピルメチル－またはヒドロキシエチルメチルセルロースまたは酢酸セルロ
ースである。
【０１３８】
　特に好ましいポリマー増粘剤は、微生物性の陰イオン性ヘテロ多糖キサンタンゴムであ
り、これは、Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓおよびいくつかの他の種に
よって好気性条件下で製造され、２～１５×１０6の分子量を有する。このポリマーはＫ
ｅｌｃｏから、例えばＫｅｌｔｒｏｌ（登録商標）、例えばクリーム色の粉末Ｋｅｌｔｒ
ｏｌ（登録商標）Ｔ（透明）または白色顆粒Ｋｅｌｔｒｏｌ（登録商標）ＲＤ（易分散性
）の名称のもと入手できる。
【０１３９】
　ポリマー増粘剤として適当なアクリル酸ポリマーは、例えばポリアルケニルポリエーテ
ルにより架橋するアクリル酸の高分子量単独重合体であり、特にスクロース、ペンタエリ
スリトールのアリルエーテルまたはカルボキシビニルポリマーとして既知のプロピレン（
ＩＮＣＩ名：カルボマー）である。これらのポリアクリル酸は、とりわけＢ．Ｆ．Ｇｏｏ
ｄｒｉｃｈからＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）、例えばＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）９
４０（分子量約４００００００）、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）９４１（分子量約１２
５００００）またはＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）９３４（分子量約３００００００）の
名称のもと入手できる。
【０１４０】
　しかしながら、特に適当なポリマー増粘剤は、下記のアクリル酸共重合体である：（i
）アクリル酸、メタクリル酸およびこれらの単純エステル（好ましくはＣ１～４アルカノ
ールにより形成される）の群からの２つまたはそれ以上のモノマーの共重合体（ＩＮＣＩ
名：アクリレートコポリマー）であり、これらには例えばメタクリル酸、アクリル酸ブチ
ルおよびメタクリル酸メチルの共重合体（ＣＡＳ２５０３５－６９－２）またはアクリル
酸ブチルおよびメタクリル酸メチル（ＣＡＳ２５８５２－３７－３）が含まれ、例えばＲ
ｏｈｍ ＆ ＨａａｓからＡｃｕｌｙｎ（登録商標）およびＡｃｕｓｏｌ（登録商標）、例
えば陰イオン性非会合性ポリマーＡｃｕｌｙｎ（登録商標）２２、Ａｃｕｌｙｎ（登録商
標）２８、Ａｃｕｌｙｎ（登録商標）３３（架橋）、Ａｃｕｓｏｌ（登録商標）８１０お
よびＡｃｕｓｏｌ（登録商標）８３０（ＣＡＳ２５８５２－３７－３）の商品名のもと入
手可能である；（ii）架橋した高分子量アクリル酸共重合体としては、例えばスクロース
またはペンタエリスリトールのアリルエーテルと架橋した、Ｃ１０～３０アルキルアクリ
レートとアクリル酸、メタクリル酸およびそれらの単純エステル（好ましくはＣ１～４ア
ルカノールにより形成される）の群からの１つのまたはそれ以上のモノマーとの共重合体
（ＩＮＣＩ名：アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマー）が含
まれ、これらは、例えばＢ．Ｆ．ＧｏｏｄｒｉｃｈからＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）、
例えば疎水性化Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ＥＤＴ ２６２３およびＣａｒｂｏｐｏｌ
（登録商標）１３８２（ＩＮＣＩ名：アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレート
クロスポリマー）ならびにＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ＡＱＵＡ　３０（以前はＣａｒ
ｂｏｐｏｌ（登録商標）ＥＸ４７３）の商品名のもと入手可能である。
【０１４１】
　ポリマー増粘剤の含有量は、通常８重量％以下、好ましくは０．１～７重量％の間、よ
り好ましくは０．５～６重量％の間、最も好ましくは１～５重量％の間、最も特に好まし
くは１．５～４重量％の間、例えば２～２．５重量％の間である。
【０１４２】
　しかしながら、本発明の好ましい実施態様においては、本発明の薬剤はポリマー増粘剤
を含まない。
【０１４３】
　ジカルボン酸（塩）
　本発明の薬剤、特に高界面活性剤含量を有する薬剤を安定化するため、１つまたはそれ
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以上のジカルボン酸および／またはその塩、特にアジピン酸、コハク酸およびグルタミン
酸のナトリウム塩の薬剤（例えばＳｏｋａｌａｒ（登録商標）ＤＳＣとして入手可能）を
、有利には０．１～８重量％の量、好ましくは０．５～７重量％、より好ましくは１．３
～６重量％、特に２～４重量％の量で添加し得る。
【０１４４】
　特に２％以上の量のジカルボン酸（塩）含有量の変更は、成分の透明溶解に影響し得る
。混合物の粘度も、該成分により一定の限度内で影響を受け得る。さらに、該成分は混合
物の溶解性にも影響する。該成分は、特に好ましくは界面活性剤の含有量が高い場合、特
に３０重量％以上の場合に用いられる。
【０１４５】
　しかしながらこれらの成分の存在は必須ではなく、本発明の薬剤は好ましくはジカルボ
ン酸（塩）を含まない。
【０１４６】
　助剤および添加剤
　さらに、特に手動食器洗剤および硬表面のための洗浄剤において、１つまたはそれ以上
の典型的な助剤および添加剤、特にＵＶ安定剤、香料、ｐｅａｒｌｉｚｅｒ（ＩＮＣＩ名
：乳白剤（Ｏｐａｃｉｆｙｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ）；例えばグリコールジステアレート、
例えばＨｅｎｋｅｌ　ＫＧａＡのＣｕｔｉｎａ（登録商標）ＡＧＳまたはそれを含む混合
物、例えばＨｅｎｋｅｌ ＫＧａＡのＥｕｐｅｒｌａｎｓ（登録商標））、ＳＲＰｓ（汚
れ忌避ポリマー）、ＰＥＧテレフタレート、染料、漂白剤（例えば過酸化水素）、腐食防
止剤、防腐剤（例えば、Ｍｙａｃｉｄｅ（登録商標）ＢＴとしてまたはＢｏｏｔｓからＢ
ｏｏｔｓ　Ｂｒｏｎｏｐｏｌ　Ｂとして入手可能な、Ｂｒｏｎｏｐｏｌ（ＣＡＳ５２－５
１－７）として既知の工業用２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール）およ
び皮膚感触改良剤またはスキンケア添加剤（例えば、皮膚科学的活性物質、例えばビタミ
ンＡ、ビタミンＢ２、ビタミンＢ１２、ビタミンＣ、ビタミンＥ、Ｄ－パンテノール、セ
リセリン（ｓｅｒｉｃｅｒｉｎ）、コラーゲン部分加水分解物、各種植物性タンパク質部
分加水分解物、タンパク質加水分解物／脂肪酸凝縮物、リポソーム、ポリプロピレングリ
コール、Ｎｕｔｒｉｌａｎ（登録商標）、Ｃｈｉｔｏｓａｎ（登録商標）、コレステロー
ル、例えばレシチン、大豆油等の植物性油および動物性油、例えばアロエベラ、アズレン
、ハマメリス抽出物、藻類抽出物等の植物抽出物、アラントイン、ＡＨＡ複合体）が、本
発明の薬剤中に、通常５重量％を超えない量で存在し得る。少量の酵素を、性能を上げる
ために加えることができる。好ましくは０．００１～１．５％、特に好ましくは０．５％
未満の量のプロテアーゼ（例えばＢＬＡＰ（Ｈｅｎｋｅｌ）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（ＮＯＶ
Ｏ）、Ｄｕｒａｚｙｍ（ＮＯＶＯ）、Ｍａｘａｐｅｍｍ等）、アミラーゼ（例えばＦｅｒ
ｍａｍｙｌ（ＮＯＶＯ）等）、リパーゼ（例えばＬｉｐｏｌａｓｅ（ＮＯＶＯ）等）、ペ
ルオキシダーゼ、グルコナーゼ、セルラーゼ、マンナーゼ等が好ましい。
【０１４７】
　本発明の薬剤のｐＨは、例えば酸（例えば鉱酸またはクエン酸）、および／またはアル
カリ（例えば水酸化ナトリウムや水酸化カリウム）のような一般的なｐＨ調整剤により調
整することができ、４～９の範囲、好ましくは５～８の範囲、より好ましくは６～７の範
囲のｐＨであることが好ましく、何よりも手との親和性が要求される。
【０１４８】
　ｐＨ値を調整および／または安定化するために、本発明の薬剤は１つまたはそれ以上の
緩衝剤（ＩＮＣＩ名：Ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ）を、通常０．００１～５重量
％、好ましくは０．００５～３重量％、より好ましくは０．０１～２重量％、最も好まし
くは０．０５～１重量％、最も特に好ましくは０．１～０．５重量％、例えば０．２重量
％の量で含有し得る。錯化剤やキレート剤（ＩＮＣＩ名：Ｃｈｅｌａｔｉｎｇ　Ａｇｅｎ
ｔｓ）をも含む緩衝剤が好ましい。特に好ましい緩衝剤はクエン酸またはクエン酸塩であ
り、より好ましくはクエン酸ナトリウムおよびクエン酸カリウム、例えばクエン酸三ナト
リウム２Ｈ２Ｏおよびクエン酸三カリウムＨ２Ｏである。
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【０１４９】
　生成物
　本発明の薬剤は、個々の成分を一緒にまたは別々に攪拌することにより製造し得る。連
続的な投入は、該薬剤の製造にとって重要ではない。
【０１５０】
　さらに、本発明の主題は、上記実施態様に記載した本発明の薬剤の１つを製造するため
の、個々の成分を一緒に混合する方法である。
【０１５１】
　水、界面活性剤、本発明の式（I）のシリルポリアルコキシレートおよび必要に応じて
上述した成分を、好ましくは一緒に攪拌する。香料および／または染料を使用する場合、
それらは得られた液体に後で加える。その後、ｐＨを上述したように調整する。
【実施例】
【０１５２】
　例１：６－アームトリエトキシシリル末端ポリアルコキシレートの製造
　８０／２０のＥＯ／ＰＯ比および１２０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する６－アームの
統計的ポリ（エチレンオキシドコ－プロピレンオキシド）に相当するポリエーテルポリオ
ールを出発物質として用いた。それは開始剤としてソルビトールを使用して、エチレンオ
キシドおよびプロピレンオキシドの陰イオン性開環重合により製造された。さらなる反応
の前に、ポリエーテルポリオールを、真空下で攪拌しながら８０℃で１時間加熱した。ポ
リエーテルポリオール（３ｇ、０．２５ｍｍｏｌ）、トリエチレンジアミン（９ｍｇ、０
．０８１ｍｍｏｌ）とジブチル錫ジラウレート（９ｍｇ、０．０４１ｍｍｏｌ）の無水ト
ルエン（２５ｍｌ）溶液に、（３－イソシアナトプロピル）トリエトキシシラン（０．６
ｍｌ、２．３０ｍｍｏｌ）の無水トルエン（１０ｍｌ）溶液を滴下した。この溶液を５０
℃で一晩攪拌した。真空下でトルエンを除去した後、粗生成物を無水エーテルで繰り返し
濯いだ。真空乾燥後、星形プレポリマーのポリマーアームの遊離末端それぞれにトリエト
キシシリル基を有している生成物が、無色粘性液として得られた。ＩＲ（フィルム、ｃｍ
－１）：３３４９（ｍ，－ＣＯ－ＮＨ－），２８６８（ｓ，－ＣＨ２－，－ＣＨ３），１
７１９（ｓ，－Ｃ＝Ｏ），１４５６（ｍ，－ＣＨ２，－ＣＨ３），１１０７（ｓ，－Ｃ－
Ｏ－Ｃ－），９５４（ｍ，－Ｓｉ－Ｏ－）。１Ｈ－ＮＭＲ（ベンゼン－ｄ６，ｐｐｍ）：
１．１３（ｄ，ポリマーアームの－ＣＨ３），１．２１（ｔ，シラン末端基の－ＣＨ３）
，３．４７（ｓ，ポリマーアームの－ＣＨ２），３．７４（ｑ，シラン末端基の－ＣＨ２

）。トリエトキシシリル末端ポリアルコキシレートの分子量は、１３５００であった。
【０１５３】
　例２：３－アームのトリエトキシシリル末端ポリアルコキシレートの製造
　Ｖｏｒａｎｏｌ　ＣＰ　１４２１（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）を、真空下で攪拌し
ながら８０℃で１時間乾燥させた。３１７ｍｇ（１．０当量）の（３－イソシアナトプロ
ピル）－トリエトキシシランを、２．０４ｇ（０．４１ｍｍｏｌ）の乾燥させたポリエー
テルポリオールにゆっくりと加えた。反応混合物を、不活性ガス下、１００℃で２日間、
特徴的なＮＣＯ基のＩＲピークが消失するまで攪拌した。真空乾燥後、ポリエーテルポリ
オールのポリマーアームの遊離末端それぞれにトリエトキシシリル基を有している生成物
が、無色粘性液として得られた。
【０１５４】
　例３：３－アームおよび８－アームのトリエトキシシリル末端ポリアルコキシレート混
合物の製造
　Ｖｏｒａｎｏｌ　４０５３（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）を真空下で攪拌しながら８
０℃で１時間乾燥させた。２０．９ｍｇ（０．０１％）のジブチル錫ジラウレートおよび
３０．３ｇ（１．０当量）の（３－イソシアナトプロピル）トリエトキシシランを、２０
９ｇ（１６．９ｍｍｏｌ）の乾燥させたポリエーテルポリオールにゆっくりと加えた。反
応混合物を、不活性ガス下、室温で２日間、特徴的なＮＣＯ基のＩＲピークが消失するま
で攪拌した。ポリエーテルポリオールのポリマーアームの遊離末端それぞれにトリエトキ
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シシリル基を有し、約２０／８０比で３－アームおよび８－アームのポリアルコキシレー
トの混合物を構成している生成物が、無色粘性液として得られた。
【０１５５】
　４．薬剤
　本発明の薬剤Ｅ１～３ならびに比較用非発明薬剤Ｖ１を生成した。

【０１５６】
　シリルポリアルコキシレートは、初めに溶液の形態（薬剤：５ｇのシリルポリアルコキ
シレート、２．５ｇの水、２．５ｇの酢酸、エタノールを１００ｇになるまで加える）で
製造した。示される量の該溶液を、それぞれ薬剤Ｅ１～Ｅ３の他の成分と混合した。
【０１５７】
　５．濯ぎ試験（スポンジを使用）
　ワイングラス、黒色ガラス皿および黒色陶器皿を被験物質として用いた。試験する薬剤
をスポンジ上にのせ（１～２ｇ）、その後このスポンジで被験物質を洗浄した。洗浄後、
被験物質をぬるま湯で濯いだ。その後、表面が乾くまでの時間を測定し、石灰カスの汚れ
や沈着を視覚的に測定し、それぞれ基準値との比較で評価した。薬剤Ｖ１で洗浄したもの
を基準値として用いる。下記のスケールを評価に用いた：
　＋＋＋　基準より、かなり著しくよい１）

　＋＋　　基準より、著しくよい
　＋　　　基準より、多少よい
　－　　　基準と差異がない
１）「よい」は、以下の場合を意味する。
　ａ）乾燥時間：乾燥時間が短縮
　ｂ）汚れの形成：汚れ度合いが低い
【０１５８】
　結果：
【表１】

【０１５９】
　６．洗浄試験（洗浄液の使用）
　６．１　乾燥時間
　該薬剤に対して、乾燥速度を試験するため、時間とともに洗浄剤溶液により濡れている
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、使用する洗浄液は１つのガラス皿あたり少なくとも０．０５ｇであり、洗浄剤の濃度は
洗浄剤１リットルあたり０．４ｇであった。初めに、あらかじめ乾燥重量を測定した平ら
なガラス皿（内径１６．５ｃｍ）に、圧縮駆動エアスプレーノズルを使用して、ジェット
噴霧に対して皿の角度を９０℃にしたまま、１０秒間、洗浄液を紙のように薄い層で細か
く噴霧した。少なくとも０．０５ｇの洗浄液を皿に塗布する約１０秒間の噴霧時間は、予
備試験で決定した。その後皿をコンピューターにつながった量りの上に置き、０．０５ｇ
の洗浄液によりまだ濡れている皿の状態から開始して、毎秒コンピューターにより皿の重
さを記録した。即ち、乾燥した皿の重量より０．０５ｇ重い状態から、皿が完全に乾くま
で、即ち、乾燥した皿の重量になるまで記録した。空気の湿度は、量りに直接隣接して置
かれた湿度計により決定され、相対湿度は３５～４５％であった。それぞれの洗浄液に対
して、６回の測定を行った。６回の測定の平均値の比較は、以下のような結果となる：本
発明の薬剤Ｅ３の乾燥速度は、より速い乾燥速度であった。即ち、比較薬剤Ｖ１より、よ
り速い乾燥またはより良好な乾燥挙動を有する。
【０１６０】
　別の試験においては、試験する洗浄剤を使用中の濃度（２ｍｌ溶液／５０００ｍｌ水、
１６°ｄＨ）になるよう溶解させ、その後黒色皿を約６０秒間温かい洗浄液（４０℃）に
浸し、その後素早く引き上げた。乾燥挙動は、デジタルカメラ／ビデオカメラを使用して
時間とともに記録した。平均乾燥時間は約３分であり、本発明の処方Ｅ３は、比較薬剤Ｖ
１よりも、明らかにより速く乾燥する。
【０１６１】
　６．２　水はけ（Ｄｒａｉｎａｇｅ）速度
　薬剤Ｅ３およびＶ１に対して、水はけ速度を試験するため、洗浄剤溶液（洗浄液）で満
たした後乾ききるまで放置した、排水口を有するシャンパンフルートの重量の減少を時間
とともに追った。
【０１６２】
　シャンパンフルートの充填面は素早く下がるが、速度を試験する洗浄液の水はけは、充
填面の低下より上で開始する。充填面が、排水口の高さにまで下がりゼロになった時、そ
の後もっぱら興味深い水はけが生じる。ガラス表面上の洗浄液の層がもはや消失するほど
薄くなり、乾燥によって減少し始める時に水はけは終了する。
【０１６３】
　このために、気密性プラスチックボックスの中に量りを設置した。接合部を経て、コン
ピューターにより重量の減少を５分間、毎秒記録した。水はけのみを測定するために、最
初の１２秒は考慮に入れなかった。シャンパンフルートをポンプにより４５℃に保った洗
浄液で満たした。濃度は洗浄液１リットルあたり洗浄剤０．４ｇであった。シャンパンフ
ルートの底に位置するチューブ状の排水口は、直径１５ｍｍであり、量りから離れたとこ
ろで洗浄液を流した。温度および空気の湿度は、測定中、湿度計により測定した。それぞ
れの洗浄液に対して、１０回測定を行った。
【０１６４】
　１０回の測定の平均は、本発明の薬剤Ｅ３が高い水はけ速度を示すことを明らかにした
。即ち、比較薬剤Ｖ１より、より速いまたはより良い水はけ挙動を示す。
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【国際調査報告】



(33) JP 2010-511762 A 2010.4.15

10

20

30

40



(34) JP 2010-511762 A 2010.4.15

10

20

30

40



(35) JP 2010-511762 A 2010.4.15

10

20

30

40



(36) JP 2010-511762 A 2010.4.15

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ１１Ｄ   3/20     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ   3/20    　　　　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,K
P,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU
,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100104592
            弁理士　森住　憲一
(74)代理人  100083356
            弁理士　柴田　康夫
(74)代理人  100156144
            弁理士　落合　康
(72)発明者  ハイタオ・ロング
            ドイツ連邦共和国デー－６４２８７ダルムシュタット、エアバッハー・シュトラーセ７２番
(72)発明者  マティアス・シュヴァインスベルク
            ドイツ連邦共和国デー－４０７６４ランゲンフェルト、モニカシュトラーセ２１番
(72)発明者  ハインツ－ディーター・ゾルダンスキ
            ドイツ連邦共和国デー－４５２１９エッセン、ネッカーシュトラーセ６４番
(72)発明者  マリーナ・グレジウス
            ドイツ連邦共和国デー－６４２９１ダルムシュタット、ブルックナーシュトラーセ９０番
Ｆターム(参考) 4H003 AB14  AB27  AB31  AD04  BA12  DA05  DA17  EB08  EB22  EB37 
　　　　 　　        ED02  ED28  FA28  FA29  FA30 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

